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開議 午前１０時００分 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、２番三輪議員、３番久保議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第６１号令和元年度陸別町一般会計歳入歳出決 

算認定について 

◎日程第３ 議案第６２号令和元年度陸別町国民健康保険事業勘 

定特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第４ 議案第６３号令和元年度陸別町国民健康保険直営診 

療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第５ 議案第６４号令和元年度陸別町簡易水道事業特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第６ 議案第６５号令和元年度陸別町公共下水道事業特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７ 議案第６６号令和元年度陸別町介護保険事業勘定特 

別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第８ 議案第６７号令和元年度陸別町後期高齢者医療特別 

会計歳入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第６１号令和元年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第８ 議案第６７号令和元年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６１号令和元年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第６２号令和元年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６３号令和元年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６４号

令和元年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案
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第６５号令和元年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きま

して、議案第６６号令和元年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、続きまして、議案第６７号令和元年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、以上、議案第６１号から議案第６７号まで、７件を一括して、別紙監

査委員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。 

 内容につきましては、副町長から御説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから、議案第６１号から議案第６７号ま

での令和元年度の各会計の決算について、一括して説明をさせていただきます。 

 まず初めに、令和元年度の全会計の決算状況について説明をしたいと思いますので、

議案説明書、資料ナンバー２０を御覧ください。 

 資料ナンバー２０です。この表は、令和元年度の決算書の各会計の実質収支に関する

調書と符号するものでありまして、円単位で整理した表であります。 

 ７会計の合計につきましては、予算額６７億３,９９２万３,９６０円に対し、歳入が

６３億６,６９９万３,００７円、歳出は６１億９,０１３万６,６４７円、歳入歳出差引

額が１億７,６８５万６,３６０円であります。 

 翌年度に繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は、一般会計のみでありますが、１,１

４５万２,０００円、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質収支額

の合計は１億６,５４０万４,３６０円であります。この中から、一般会計において財政

調整基金に６,０００万円を積み立てしまして、令和２年度に繰り越しする額の合計は１

億５４０万４,３６０円となっております。 

 なお、歳出の決算額の執行率は９１.８％、予算額から繰越明許費の３億４,９２３万

１,０００円を除きますと９６.９％の執行率となります。 

 それでは、これより、議案第６１号令和元年度陸別町一般会計歳入歳出決算について

の説明に入らせていただきます。 

 まず、議案説明書の資料ナンバー２１を御覧ください。 

 この資料につきましては、令和元年度繰越明許事業一覧でありまして、平成３０年度

から令和元年度への繰り越し分であります。繰り越し事業につきましては記載のとおり

でありますが、合計につきましては１億９,４６９万７,９６０円、実績額は１億７,８５

８万５,３９０円で、１,６１１万２,５７０円の不用額となっております。 

 次に、議案説明書、資料ナンバー２２を御覧ください。 

 こちらの資料は、令和２年度繰越明許事業一覧で、令和元年度から令和２年度への繰

り越し分であります。こちらも繰り越し事業は記載のとおりでありまして、合計につき

ましては３億４,９２３万１,０００円であります。 

 それでは、これより決算書により順次説明をさせていただきたいと思います。 
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 初めに、説明資料により説明いたしますので、決算書の１３９ページを御覧くださ

い。 

 それでは、１３９ページの資料説明ですが、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括

であります。予算額５３億２１０万６,９６０円、歳入の決算額４９億３,０３５万２,５

６４円、歳出の決算額４８億１,２４０万１,１５９円、差し引き残額１億１,７９５万

１,４０５円、歳出の執行率は９０.８％であります。 

 なお、平成３０年度から繰越額及び執行額と、令和２年度への繰越額を予算額及び歳

出決算額から除いた令和元年度の単年度分につきましては、予算額４７億５,８１７万

８,０４０円に対し、歳出額４６億３,３８１万５,７６９円となりまして、歳出の執行率

は９７.４％となります。 

 次のページを御覧ください。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款町税から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額、それから、比

較などにつきましては表のとおりでありますが、令和元年度の歳入の合計では、調定額

４９億３,２５１万９,０４６円、収入済額４９億３,０３５万２,５６４円で、収入済額

を前年度と比較しますと、２億１７２万５,３８７円の増となっております。このうち、

１款の町税につきましては、収入済額が３億４,９２２万４,２７４円、歳入に占める割

合は７.１％で、前年度比０.３ポイントの減、不納欠損額は１９万６,６７４円、収入未

済額は１９６万９,８０８円であります。 

 次に、１０款の地方交付税についてでありますが、収入済額は２１億８,０４１万８,

０００円で、前年度に比べて４,４４６万９,０００円の増、歳入に占める割合は４４.２

％、前年度比１ポイントの減であります。 

 歳入には、町税や使用料、手数料などの自主財源と国や道の支出金などの依存財源が

ありますが、当町の自主財源は１４億２,８７６万７,６２４円、前年度より１億７,０２

０万６,９５２円の減となっております。歳入に占める割合は２９.０％で、前年度比４.

８ポイントの減となっております。一方、依存財源につきましては３５億１５８万４,９

４０円で、前年度より３億７,１９３万２,３３９円の増となっており、歳入に占める割

合は７１％、前年度比４.８ポイントの増。地方交付税の依存財源に占める割合は６２.

３％となっております。 

 次のページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款議会費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額、それから比

較などは表のとおりでありますが、令和元年度の歳出の合計では、支出済額４８億１,２

４０万１,１５９円で、前年度と比較しますと２億４０５万５,３６７円の増、翌年度繰

越額は３億４,９２３万１,０００円、不用額は１億４７万４,８０１円、執行率は９０.

８％でありまして、前年度より３ポイントの減となっております。 
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 次のページに移ります。 

 第４表、町税徴収実績表であります。左側が現年度分、右側が滞納繰越分となってお

ります。 

 左側の現年度分の町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税の合計は、調定額３

億４,８２６万４,３１５円に対し、収入済額が３億４,７４８万６,００７円で、前年度

と比較しますと８２万１,９４３円の減、不納欠損額は１万４,７００円、収入未済額が

７６万３,６０８円で、収納率は９９.８％であります。 

 右側の滞納繰越分では、調定額３１２万６,４４１円、これに対しまして収入済額が１

７３万８,２６７円で、前年度と比較しますと９６万６８７円の増、不納欠損額は１８万

１,９７４円、収入未済額が１２０万６,２００円で、収納率は５５.６％であります。 

 次のページをお開きください。 

 第５表、歳出の性質分析表であります。この表につきましては、科目の款ごとに人件

費から繰出金までを分類した決算統計上の数値を使用しております。後ほど御覧をいた

だきたいと思います。 

 なお、人件費、扶助費、公債費が自治体の義務的経費と言われているものであります

が、この合計額は１４億１,５５９万４,０００円であります。 

 次のページの１４４ページは、第６表、最近５か年間の決算額調べであります。こち

らも後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １４５ページをお開きください。 

 １４５ページは、第７表、地方消費税交付金の社会保障財源化分が充てられる社会保

障４経費、その他社会保障施策に要する経費であります。平成２６年度の決算から消費

税の引き上げ分を社会保障の財源とするという法律改正に伴いまして義務化されたもの

であります。社会福祉、社会保険、保健衛生の事業の令和元年度の決算額は７億３２１

万３,０００円で、その財源として、国・道支出金が２億６５６万７,０００円、地方債

が１,３８０万円、その他が９,１０９万７,０００円で、一般財源の一部として地方消費

税交付金１,９５１万９,０００円が充当されております。 

 以上で、説明資料による説明を終わりまして、次に、８ページからの陸別町一般会計

歳入歳出決算の事項別明細書の説明を行います。 

 事項別明細書は９ページをお開きください。 

 それでは、９ページの歳入からの説明をさせていただきます。事項別明細書では、細

かい部分は省略をしまして、大まかな説明だけとさせていただきますので、あらかじめ

御了承いただきたいと思います。 

 １款町税であります。町税関係の資料としまして、議案説明書、資料ナンバー２３－

１と２、町税の調定・収入状況調書、資料ナンバーの２４に十勝市町村税滞納整理機構

への引き継ぎ額、収納額、それから、資料ナンバー２５に、税に関する不納欠損の内容

がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 
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 それでは、決算書の９ページの上段から御覧いただきたいと思います。 

 町税の収入済額は３億４,９２２万４,２７４円、収納率は９９.４％であります。これ

を今年の３月３１日現在の人口２,３３４人で割りますと、１人当たり１４万９,６２５

円で、平成３０年度と比較しますと１,５８２円の増となっております。 

 この収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構からの５０件、５８万２,３７３円

が引き継がれで納入されております。不納欠損額は１１件、１９万６,６７４円、収入未

済額は８７件、１９６万９,８０８円でありますが、この収入未済額のうち、２７件、５

５万５２２円が８月末日までに納入されております。 

 １項の町民税１目個人１節現年課税分の収入済額は１億２,３８４万３,７１８円、収

入未済額は１３件、５５万５,１０８円、このうち５件、８万８,１２４円が８月末日ま

でに納入されております。２節滞納繰越分の収入済額は１０１万４,１８９円で、この中

には、十勝市町村税滞納整理機構からの２４件、４１万１,４９５円が含まれておりま

す。不納欠損額は３件、１０万７,２７４円、収入未済額は２３件、７５万１,５７８

円、このうち１３件、２４万４,０７４円が８月末日までに納入されております。 

 ２目法人１節現年課税分の収入済額は１,９０７万６,６００円で、収入未済額はござ

いません。 

 ２項固定資産税１目固定資産税１節現年課税分の収入済額は１億７,０８６万７,７０

０円、不納欠損額は１件、１万４,７００円、収入未済額は１３件、１８万４,７００

円、このうち２件、３万３,０００円が８月末までに納入されております。２節の滞納繰

越分の収入済額は５９万８,７７８円で、この中には、十勝市町村税滞納整理機構からの

２３件、１４万９,２７８円が含まれております。不納欠損額は６件、６万８,７００円

で、収入未済額は２６件、３８万４,０２２円、このうち３件、１４万３,８２２円が８

月末日までに納入されております。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金は７０５万７,７００円が収入済みであります。 

 ３項軽自動車税１目軽自動車税１節現年課税分の収入済額は６６４万５,８００円、収

入未済額は３件で２万３,８００円、このうち１件、４,９００円が８月末までに納入さ

れております。２節滞納繰越分の収入済額は１２万５,３００円で、この中には、十勝市

町村税滞納整理機構からの３件、２万１,６００円が含まれております。不納欠損額は１

件、６,０００円、収入未済額は９件、７万６００円、このうち３件、３万６,６００円

が８月末日までに納入されております。 

 次に、２目環境性能割でありますが、この節は令和元年度に新設された科目でありま

す。 

 １１ページをお開きください。 

 １節現年課税分の収入済額は６万１,１００円であります。 

 ４項町たばこ税１目町たばこ税１節現年課税分の収入済額は１,９９３万３,３８９円

であります。前年度より２５万９,０５６円の増となっております。 
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 ２款地方譲与税１項自動車重量譲与税は５,５２２万３,０００円。 

 ２項地方揮発油譲与税は１,９１７万５,０００円。 

 ３項森林環境譲与税は新設の科目で、１,２６０万１,０００円。 

 ４項地方道路譲与税は、令和元年度に国に収納された額から７円の配分があったとこ

ろであります。 

 ３款利子割交付金は２１万６,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 ４款配当割交付金は７０万７,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金は４６万２,０００円。 

 ６款地方消費税交付金は４,８２６万円で、社会保障財源化分が１,９５１万９,０００

円、その他の地方消費税交付金が２,８７４万１,０００円の内訳となっております。 

 ７款自動車取得税交付金は８３７万６２４円。 

 次のページをお開きください。１５ページからです。 

 ８款環境性能割交付金は新設の科目で、２４１万６,０００円。 

 ９款地方特例交付金１項地方特例交付金は２００万３,０００円。 

 ２項子ども・子育て支援臨時交付金は５４万円であります。 

 続きまして、１０款地方交付税２１億８,０４１万８,０００円でありますが、前年度

と比較しますと４,４４６万９,０００円の増額となっております。内訳としましては、

普通地方交付税が１９億５,４６１万５,０００円で、前年度より６,６７７万円の増額。

特別地方交付税は２億２,５８０万３,０００円で、前年度より２,２３０万１,０００円

の減額、このようになっております。この地方交付税を３月末現在の人口２,３３４人で

割りますと、１人当たり９３万４,１９８円となりまして、前年度と比較しますと、１人

当たり２万８,３６７円の増額となっております。 

 １１款交通安全対策特別交付金は、基準額に満たないということで未交付となってお

ります。 

 次のページをお開きください。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金１節農業費分担金は、農

業競争力基盤整備事業に係る農業者の分担分２,３１３万７,３４６円であります。令和

元年度予算計上分が、個人７件、法人４件の計１１件分、１,２６６万８,３４３円、平

成３０年度からの繰越明許費分が個人１件、法人２件の計３件分で１,０４６万９,００

３円の収入となっております。 

 ２項負担金１目民生費負担金１節老人福祉費負担金は、町外の養護老人ホーム等の入

所者３名分、９１万４,４３３円でありまして、現在は１名のみの入所措置となっており

ます。 

 次に、１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料４,２４９万６,９１０円で

あります。１節行政財産使用料７１３万２,２１０円は、庁舎、天文台、ふるさと交流セ



― 11 ― 

ンター、町有地など、１２施設の行政財産使用料、それから、土地、建物使用料であり

ます。２節福祉館等使用料４万４,６００円は、若葉いきがい交流館での葬儀による使用

１件分。３節タウンホール使用料は２回分で２万５,０００円。４節ふるさと交流セン

ター使用料は１,５７０万９,６００円で、令和元年度は４,３０７名が宿泊しており、前

年度に比べて１８４名の増となっております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３２－１と２に、ふるさと交流センター管理費内訳

と、オーロラハウス利用状況がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思いま

す。 

 ５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用料は１,９５８万５,５００円で、天文台とコ

テージ村を合わせた使用料であります。令和元年度は、天文台の入館者数が７,４０７人

で、前年度に比べて３４８人の減、コテージ村の利用棟数は８６８棟で、前年度に比べ

７６棟の増、稼働率は３４％となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー３３に、銀河の森天文台実績表と、資料ナンバー３４に、

コテージ村利用実績がつけてありますので、こちらも後ほど御覧をいただきたいと思い

ます。 

 それでは、決算書の１７ページにお戻りください。 

 次に、２目民生使用料４６６万１,６４０円でありますが、次のページを御覧くださ

い。１節老人福祉使用料２０３万４,４００円は、福寿荘の使用料。２節児童福祉使用料

２１４万７,２４０円は、陸別保育所の保育料であります。年度末における園児数は、２

歳児が６名、３歳児が１５名、４歳児１６名、５歳児７名の合計４４名であります。３

節福祉住宅使用料４８万円は、カラマツハウスの使用料。 

 ３目衛生使用料６０８万７,５４４円は、１節保健衛生使用料１９２万８,２１０円が

公衆浴場の使用料で、令和元年度は８,１６１人の利用がありまして、前年度に比べて３

８８人の増となっております。２節水道使用料４１５万９,３３４円は、小利別地区の専

用水道使用料で、給水人口は５９人であります。 

 ４目農林水産使用料１節農林水産使用料１３万９,５００円は、農畜産物加工研修セン

ターの使用料で、２５４回の利用がございました。２節営農用水使用料５００万６,２６

８円は、上陸別地区の給水人口が７０人、２５９万３,１６１円、トラリ地区の給水人口

が５０人で２４１万３,１０７円であります。 

 ５目商工使用料１節公園使用料５万２,９８２円は、イベント広場の使用料。 

 ６目土木使用料は６,４９４万３,１８６円で、１節道路橋りょう使用料で２４２万３,

８４１円は、道路占用料１７件であります。２節の河川使用料は２４件で、６万９,０４

５円。３節住宅使用料は６,２４５万３００円。これにつきましては、町営住宅、改良住

宅、特定公共賃貸住宅の使用料。４節集会所使用料はございません。 

 ７目の教育使用料は２０３万７,０９９円で、１節社会教育使用料３万７,３９９円

は、公民館及び公民館の陶芸室の使用料であります。 



― 12 ― 

 次のページをお開きください。 

 ２節資料館使用料１３万４,７００円は、関資料館の入館料で、４４９名分。３節学童

保育所使用料は１８６万５,０００円で、３月の在籍者数は３４名で、前年度より２名の

増となっております。 

 ２項手数料１目総務手数料１節総務手数料１５９万２,１５０円は、住民基本台帳証明

手数料などの各種証明等の手数料であります。 

 ２目衛生手数料７９１万７,０００円は、１節衛生手数料の７９１万７,０００円で、

ごみ処理、畜犬登録や狂犬病予防注射済票の交付などの手数料であります。２節水道手

数料は、新設工事審査手数料などを見込んでおりましたが、実績がございませんでし

た。 

 ３目農林水産手数料は、１節営農用水手数料の８,０００円で、営農用水の新設工事審

査手数料等１件分であります。 

 続きまして、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１億１,６５０万８,

９１６円であります。１節社会福祉費負担金８,６６３万９９０円は、障害者自立支援給

付費等に係る負担金と、介護保険の低所得者保険料軽減負担金、国民健康保険事業保険

基盤安定負担金が含まれております。２節児童福祉費負担金２,９８７万７,９２６円

は、児童手当に係る負担金、障害児介護給付費負担金、子どものための教育・保育給付

費負担金であります。 

 ２目衛生費負担金は、１節保健衛生費負担金の７万４,５２０円で、母子保健に係る負

担金であります。 

 次に、２項国庫補助金でありますが、次のページをお開きください。 

 １目総務費補助金は、１節総務管理費補助金４１５万７,８５５円で、社会保障・税番

号制度導入整備補助金と地方創生推進交付金であります。 

 ２目民生費補助金６２２万８,４００円は、１節社会福祉費補助金２３９万８,４００

円が、地域生活支援事業補助金と、消費税増税に伴い実施されましたプレミアム付商品

券事業の補助金であります。２節児童福祉費補助金３８３万円は、子ども・子育て支援

交付金。 

 ３目土木費補助金９,３７２万３,０００円は、１節道路橋りょう費補助金の３,８１８

万６,０００円が橋りょう長寿命化修繕事業補助金。２節住宅費補助金の５,５５３万７,

０００円が、公営住宅建設に係る社会資本整備総合交付金。 

 ４目教育費補助金１,６９１万８,０００円は、１節小学校費補助金と２節の中学校費

補助金、それぞれ２万４,０００円で、ともに特殊教育就学奨励費補助金であります。３

節の教育総務費補助金１,６８７万円は、教員住宅建設に係る学校施設環境改善交付金で

あります。 

 ３項委託金１目総務費委託金３６７万３７１円は、１節総務管理費委託金の２０万６,

０００円で、中長期在留者居住地届出等事務委託金が含まれております。２節選挙費委
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託金３４６万４,３７１円は、参議院議員選挙の委託金。 

 ２目民生費委託金１４９万８,６７２円は、１節児童福祉費委託金が３,８５８円で、

児童扶養手当、特別児童扶養手当の事務委託金であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２節の国民年金費委託金１４９万４,８１４円は、拠出年金事務委託金、協力連携事務

委託金であります。 

 次に、１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金６,８８７万９,３３３円であり

ます。１節社会福祉費負担金５,８３７万４,５０１円は、先ほど国庫負担でも説明しま

した障害者自立支援給付費等に係る負担金であります。おおむね４分の１の負担率であ

ります。２節児童福祉費負担金１,０５０万４,８３２円も、先ほど国庫負担金で説明し

ました内容とほぼ同様でありまして、児童手当に係る負担金などとなっております。 

 ２目衛生費負担金は、１節保健衛生費負担金の母子保健衛生費負担金で、２６万２,４

７７円であります。 

 ２項道補助金１目総務費補助金は、１節総務管理費補助金の１０万円で、防災備蓄品

整備事業に係る地域づくり総合交付金であります。 

 ２目民生費補助金１,４０２万１,９６６円は、１節の社会福祉費補助金７６８万５,９

６６円で、これは乳幼児医療費などの各種医療費補助金のほか、地域生活支援事業補助

金、デイサービス用の車両購入用事業の補助金などが含まれております。２節児童福祉

費補助金６３３万６,０００円は、子ども・子育て支援交付金、子ども・子育て支援事業

保育料軽減支援事業の補助金であります。 

 ３目衛生費補助金は、１節保健衛生費補助金５８万７,３４５円で、健康増進事業、妊

産婦安心出産支援事業、風疹抗体検査事業の補助金であります。 

 ４目農林水産業費補助金２億１,８４１万５,８１２円は、１節農業費補助金６,１４７

万８,３４０円が、農業委員会活動促進事業、中山間地域直接支払事業、農業競争力強化

基盤整備事業、農業次世代人材投資事業などの補助金であります。なお、農業競争力強

化基盤整備事業補助金は、令和元年度予算計上分が５４５万円、繰越明許費分が２３６

万円の合計７８１万円の収入となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ２節林業費補助金１億５,６９３万７,４７２円は、繰越事業の林業・木材産業構造改

革事業補助金１,５００万円のほか、未来につなぐ森づくり推進事業、小規模治山事業、

経営林道陸別薫別支線改良事業などの補助金であります。 

 ５目商工費補助金１節消費者対策費補助金５５万６,０００円は、地方消費者行政活性

化交付金であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金から、次のページの５目土木費委託金までは、権限委譲

などによる委託金であります。 

 １目総務費委託金５７５万５,９４７円は、１節総務管理費委託金が、北海道権限委譲
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事務交付金ほか２件で１５万２,９００円、２節徴税費委託金は、道民税徴収委託金で３

５７万７,１０７円、３節戸籍住民基本台帳費委託金は、構成調査事務委託金で１万７０

０円、４節統計調査費委託金５２万７,４７７円、５節選挙費委託金は、知事、道議会議

員選挙委託金で１４８万７,７６３円であります。 

 ２目の衛生費委託金２万９,４４７円は、１節保健衛生費委託金が、公害防止事務委託

金ほか１件で１万６,０００円、２節の清掃費委託金は、建設リサイクル法事務取扱委託

金で１万３,４４７円。 

 ３目農林水産業費委託金２０３万３,７５１円は、１節農業費委託金が、家畜伝染病予

防事務委託金ほか６件で１９２万７,５５１円、２節の林業費委託金は、有害鳥獣等捕獲

許可委託金１０万６,２００円であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４目商工費委託金は、１節商工費委託金の商工会法関係許認可事務等の委託金で１万

７,５２０円。 

 ５目土木費委託金は、１節土木管理費委託金で、陸別川樋管管理委託金ほか２件で１

０１万２,９７７円。 

 続きまして、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４,１４２万３,７８

９円であります。１節土地建物貸付収入の２,９６８万７,１８９円は、普通財産の土地

建物の貸付収入であります。主なものとしまして、産業振興住宅ルナコート、貸付住

宅、教職員住宅、移住産業研修センターなどの貸付収入となっております。２節通信設

備貸付収入１,０７９万１,６００円は、光ファイバー網の貸付収入。３節機械器具等貸

付収入９４万５,０００円は、コントラクターへの農業機械の平成２５年度貸付分であり

ます。 

 ２目利子及び配当金は、１節利子及び配当金２６９万５,２７８円で、各種基金利子が

１８７万６,９７８円、優先出資株式配当金などが８１万８,３００円であります。 

 ２項財産売払収入１目不動産売払収入１節土地売払収入につきましては、高速道路の

建設に係る町有地の売り払いで１,１５１万６７５円であります。２節建物売払収入は科

目存置であります。 

 ２目の物品売払収入は、１節生産物売払収入１,４３９万円で、これは町有林の立木売

り払いに６２７万円、素材売り払いに８１２万円の収入であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目の出資金精算等収入１節株式譲渡収入１,１２６万６,６８７円は、帯広空港ター

ミナルビル株式会社の株式３７株の北海道エアポート株式会社への譲渡による収入であ

ります。 

 次に、１７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金は科目存置。 

 ２目の指定寄附金７５２万５,５００円は、指定寄附分が１１件、２８８万円、ふるさ

と納税分が３１５件、４６４万５,５００円であります。１節の総務費寄附金５９５万
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５,５００円は、ふるさと整備資金に指定寄附１０件、２８３万円、ふるさと納税で１３

７件、２０３万円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金に、ふるさと納税５０件、７５

万５,０００円、町有林整備基金に、ふるさと納税２８件、３４万５００円。２節の教育

費寄附金は、給食センター管理運営基金にふるさと納税３０件、４２万円。３節民生費

給付金は、地域福祉基金にふるさと納税２７件、４８万円。４節農林水産業費寄附金６

７万円は、いきいき産業支援基金に指定寄付で１件、５万円。ふるさと納税４３件、６

２万円の寄附となっております。 

 次に、１８款繰入金１項基金繰入金であります。１目財政調整基金繰入金は１億３,０

００万円を基金から取り崩しまして、財源不足に充当しております。 

 ２目の減債基金繰入金は、２億円を基金から取り崩しまして、地方債の償還に充当し

ております。 

 ３目ふるさと整備基金繰入金は２,４７０万円で、次のページをお開きください。 

 ４目いきいき産業支援基金繰入金は９,３７１万円、ここには繰越明許費が含まれてお

ります。 

 ５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は１,１７０万円。 

 ６目町有林整備基金繰入金は７９０万円。 

 ７目地域福祉基金繰入金は５,４６０万円。 

 ８目公共施設等維持管理基金繰入金は２,４６０万円。 

 ９目学校給食センター管理運営基金繰入金は２,２００万円。 

 １０目スポーツ振興基金繰入金は２３万２,０６１円。 

 １１目森林環境譲与税基金繰入金、これは新設の基金で、３万１,０００円。 

 これらをそれぞれの該当する事業に基金を取り崩して充当をしております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー２６に、年度別の基金別増減の状況の一覧をつけて

おりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 続きまして、１９款繰越金であります。 

 次のページをお開きください。 

 １項繰越金１目繰越金１節前年度繰越金は６,０２８万１,３８５円で、平成３０年度

の歳入歳出差し引き額から基金に繰り入れた６,０００万円を除いた額と符合しておりま

す。 

 ２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金１５万８,９２０円は、徴税延滞金

２３件分で、町民税１５件、１２万４２０円、固定資産税５件、３万４,３００円、軽自

動車税３件、４,２００円であります。 

 ２目加算金１節加算金は科目存置。 

 ２項町預金利子は２万７５７円。 

 ３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入６,３８７万６,０００円は、約定償還分

が、牛２４４頭、３,８１２万８,０００円、繰上償還分、牛５９頭で２,５７４万８,０



― 16 ― 

００円であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４１に、優良家畜導入支援事業の資料をつけておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ２目貸付金元利収入８,０００万４,３９０円は、信用保証協会の貸付金８,０００万円

のほか、勤労者融資制度貸付金利子などであります。 

 ３目奨学資金貸付金収入でありますが、次のページをお開きください。１節奨学資金

貸付金収入１４１万８,０００円は、高校生３人、大学生６人、うち、重複２名からの償

還金であります。 

 ４項雑入１目滞納処分費は科目存置。 

 ２目弁償金３万７,２５０円は、複写機使用弁償金であります。 

 ３目雑入１節介護予防支援報酬６１万８,８９０円は、介護予防サービス計画作成に係

る報酬で、１４１件分であります。２節の居宅介護支援報酬６３１万７,９００円は、居

宅介護サービス計画作成に係る報酬で４８５件分。３節高齢者福祉施設負担金４１４万

７,２７２円は、福寿荘の入居者の食事代などの実費負担金。４節学校給食費等１,０５

３万１,１９０円は、小学生、中学生、保育所、それから職員等の負担金であります。５

節電話使用料１万４,２２０円は、役場庁舎、福祉館など、各施設における電話使用料。

６節電気等使用料は１３万６,６５４円。コテージ村などの電気等の使用料であります。

７節雑入３,９５２万８,０９４円は、大きなものとしまして、介護給付費負担金の精算

に伴う返還金、プレミアム付商品券販売収入、移住産業研修センター賄い負担金、健康

診査の個人負担金、これらが含まれております。 

 ４目過年度収入５３１万３,３８０円は、国・道負担金または補助金の平成３０年度事

業の精算に伴う追加交付分であります。１節林業費補助金過年度収入２０５万６,３２０

円。２節子どものための教育・保育給付費負担金２３４万７,１７６円。３節障害者福祉

費等負担金９０万９,７３７円。 

 次のページをお開きください。 

 ４節身体障害者更正医療給付費返還金で１４７円であります。 

 続きまして、２１款町債で、町債につきましては、全体で６億１,６６７万７,０００

円であります。内訳は、公共事業等債で６,１５０万円、公営住宅建設事業債で５,００

０万円、一般単独債、緊急自然災害防止対策事業分で１,３７０万円、緊急防災・減災対

策債で２,４５０万円、辺地債１,０７０万円、過疎債３億８,９２０万円、臨時財政対策

債６,７０７万７,０００円となっております。 

 １項町債１目総務債は、１節総務債８,９６０万円で、防災行政無線整備事業ほか２事

業、この中には、過疎地域自立促進特別対策事業６,１２０万円が含まれております。 

 議案説明書、資料ナンバー２８に、この事業の一覧表がつけてありますので、後ほど

御覧をいただきたいと思います。 

 ２目農林水産業債１節農業債３億４７０万円は、第２上陸別地区畑地帯総合整備事業
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外６事業。２節林業債２,８４０万円は、弥生地区小規模治山事業外３事業。 

 ３目土木債１節道路橋りょう債３,８２０万円は、弥生橋改修事業ほか３事業。２節住

宅建設債５,０００万円は、新町団地の公営住宅建設事業。 

 ４目教育債１節教育総務債３,８７０万円は、教員住宅建設事業。 

 ５目臨時財政対策債１節臨時財政対策債が６,７０７万７,０００円の借り入れとなっ

ております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー２７に、年度別の起債残高等推移の一覧がつけてあ

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 歳入の合計でありますが、当初予算額４３億１,３０１万７,０００円、補正予算額７

億９,４３９万２,０００円、繰越明許費１億９,４６９万７,９６０円、予算現額は５３

億２１０万６,９６０円、調定額が４９億３,２５１万９,０４６円に対し、収入済額が４

９億３,０３５万２,５６４円、不納欠損額が１９万６,６７４円、収入未済額が１９６万

９,８０８円で、一般会計の歳入の決算を終えております。 

 引き続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。 

 次のページ、４１ページをお開きください。 

 歳出の事項別明細書につきましては、それぞれの科目における主要事業を左側のペー

ジに枠で囲い掲載をしておりますので、この主要事業と、それから、支出に係る細かい

部分につきましては、歳入同様に説明を省略させていただきまして、大まかに説明をさ

せていただきますので、あらかじめ御了承ください。 

 歳出の全体的な資料としましては、議案説明書、資料ナンバー２９－１と２に、平成

３０年度と令和元年度の人件費の比較表、それから、資料ナンバー２１に、令和元年度

の予算現額に含まれる令和元年度繰越明許事業一覧、資料ナンバー２２に、令和２年度

に繰り越しとなる令和２年度繰越明許事業一覧がつけてありますので、後ほど御覧をい

ただきたいと思います。 

 それでは、４１ページの１款議会費１項議会費１目議会費５,２２１万７,１１０円で

あります。議会費につきましては、議会の運営活動費、議員の報酬、事務局職員の人件

費が主な内容となっております。 

 次に、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億２,３１３万８,５５０円であり

ますが、この科目では、職員の研修や電算システム更新事業、電算システムに係る北海

道自治体情報システム協議会負担金などのほかに、町長、副町長の特別職と、総務課、

出納課の職員の人件費、職員福利厚生費、役場庁舎用の消耗品や備品購入などの経費が

計上されております。 

 次のページをお開きください。 

 ４４ページのほうを御覧いただきたいと思います。この科目の不用額についてです

が、３節職員手当等では、時間外手当が１１１万１,７５４円、９節旅費は、普通旅費で

８８万４,４４５円、１１節需用費は、庁舎用の消耗品、電算機器に係るソフト等のライ
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センスの購入などで４１万５,３６７円が主な内容となっております。 

 ２目の文書広報費３,２６５万９,４６１円は、町広報紙の発行ですとか、ホームペー

ジ管理事業、庁用の郵便料などの経費、防災行政無線、愛の鐘の機器更新工事などと

なっております。なお、防災行政無線機器更新工事は５年計画の４年目でありまして、

屋外子局３か所の更新工事であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目財政管理費６４万９,４４０円は予算書の印刷。 

 ４目会計管理費３３０万７,８３７円は、決算書の印刷と、金融機関に対する口座振

替、窓口収納、派出事務手数料などであります。 

 ５目財産管理費５億２,６７１万７,６７３円は、庁舎、タウンホール、福祉館、公用

車の維持管理費、それから、地籍図の修正、基金積立金などの経費のほかに、左側に掲

載の主要事業となっております。この科目の不用額につきましては、４６ページの１１

節需用費では、庁舎用の燃料代や光熱水費など６３万２,７６３円、公用車の燃料代で２

０万５,５７６円、１３節の委託料では、公共施設の除雪業務９７万７,３１１円、福祉

バス運行業２９万３,０６４円が主な内容となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ４８ページのほうになります。 

 ２５節の積立金４億２３８万３,９７８円につきましては、議案説明書、資料ナンバー

２６に、基金別増減の状況の表がありますので、後ほど御覧をいただきたいと思いま

す。 

 この基金は、家庭の貯金に当たるものでありますが、一般会計の基金の残高４９億９,

１５３万９,２８７円を、今年の３月３１日現在の人口２,３３４人で割りますと、町民

１人当たり２１３万８,６２０円となりまして、前年度より２万３,６４８円少なくなっ

ているという状況であります。 

 ６目町有林野管理費４,００８万９,１５２円につきましては、議案説明書、資料ナン

バー３０に、町有林管理事業収支一覧がつけてあります。また、主要事業の欄にも詳し

く掲載をしておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。なお、この中の町

有林拡大事業では、５万１,０９８平米を２７万４,９１７円で購入しまして、平成２５

年度から令和元年度末までに取得した面積につきましては、１６７万６,７２０.１７平

米となっております。 

 次に、７目企画費７,７７２万３,８４４円であります。 

 次のページをお開きください。 

 ７目の企画費につきましては、掲載の主要事業が主な内容となっております。令和元

年度のみの事業としましては、日本ハムファイターズの応援大使事業ですとか、ラコー

ム市の姉妹友好提携交流事業、官民連携組織設立事業などがございます。なお、この目

には、平成３０年度からの繰り越し事業であるまちづくり推進事業１４０万円、地域活



― 19 ― 

性化事業５０万円、民間活用住宅建設事業４６０万円、太陽光発電設置事業５０万円が

含まれております。ふるさと納税促進事業は２７７万９,８０１円の支出に対しまして、

３１５件、４６４万５,５００円の納税がありまして、差し引き１８６万５,６９９円が

プラスとなっております。地域交通利用促進事業でありますが、この事業のうち、路線

バス利用促進の助成事業は、令和元年度の利用延べ人数が２,０５６人で、前年度より７

４人の減。十勝バスと北見バスの赤字補塡である生活交通確保対策事業は、十勝バスが

５４７万７,０００円、北見バスが４８７万８,０００円で、このうち８割が特別交付税

で措置されております。通学定期差額補助事業につきましては、高校生の通学定期購入

に係る補助でありまして、足寄高校１２名、本別高校２名、北見方面が１０名、置戸方

面１名、合わせて２５名に対して補助をしております。 

 地方創生推進交付金事業につきましては、議案説明書、資料ナンバー３１に、地方創

生交付金事業実績資料がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 新農林業人材発掘プログラム事業につきましては、昨年９月１日から６日までの期間

で、都市部の大学生７人が参加をしております。当町での酪農、林業などの体験を行っ

ております。官民連携組織設立事業につきましては、商工会町内業者の３０法人、５個

人でありまして、民間が５１％、陸別町が４９％の割合で出資されております。新会

社、株式会社りくべつが令和元年１２月１８日に設立されたところであります。 

 ５０ページの１９節負担金補助及び交付金の不用額についてでありますが、４８０万

２,７４７円のうちは、地域交通利用促進事業が３９万５,８３６円、通学定期差額補助

事業が１００万３,６００円、地方創生推進交付金事業３１万４,７７０円、移住定住促

進住宅建設等補助事業が５０万２３０円、民間活用住宅建設事業１７０万円、太陽光発

電設置事業５０万円が不用額の主な内容であります。 

○議長（本田 学君） １１時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時０２分 

                           再開 午前１１時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） ５０ページの続きに入ります前に、先ほど説明した中で、修

正したい点がありますので、説明させていただきます。 

 決算書の２８ページの一番上になりますが、道補助金の林業費補助金の中で、繰り越

し事業の林業、木材産業構造改革事業補助金１,５００万円とお伝えしたようですが、１

億５００万円の誤りでありますので、訂正をさせていただきたいと思います。 

 それでは、続きまして、５０ページの下段から始めさせていただきます。 

 ８目公平委員会は、執行がございませんでした。 

 ９目交通安全対策費は１１０万２,０３８円で、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 
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 １０目諸費３２８万２,７２４円も例年同様の執行でありまして、１９節負担金補助及

び交付金には、自治会活動等の促進交付金が含まれております。 

 １１目交流センター管理費は、掲載しております主要事業が主な内容でありまして、

令和元年度の利用者数につきましては４,３０７名で、前年度より１８４名の増となって

おります。 

 議案説明書、資料ナンバー３２－１と２に、ふるさと交流センター管理費内訳と、

オーロラハウス利用状況がつけてありますので、後ほど御覧をいただきたいと思いま

す。 

 次に、１２目銀河の森管理費７,３４１万６,８６３円であります。 

 次のページをお開きください。 

 掲載の主要事業のほか、館長の報酬、職員の人件費などが主な内容となっておりま

す。決算額７,３４１万６,８６３円の内訳につきましては、天文台関係が４,５６８万

７,８３４円、コテージ村関係が１,８４６万７,２８１円、銀河の森管理関係が２４１万

６,８００円、銀河の森専用水道関係が６８４万４,９４８円となっております。令和元

年度の天文台の入館者数ですが、７,４０７人で、前年度より３４８名の減、コテージ村

の利用棟数につきましては８６８棟で、前年度より７６棟の増となっております。この

科目の不用額につきましては、５４ページの３節職員手当等で時間外勤務手当が３０万

７,４３９円、１３節委託料１４７万９,５６４円のうち、天文台管理委託で４７万１,１

７８円、専用水道の管路修繕で５０万円、コテージ村の構内除雪業務で１１万７,５５８

円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー３３に、銀河の森天文台実績表、資料ナンバー３４にコ

テージ村利用実績がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １３目地域活性化推進費１,７６５万８００円は、掲載の主要事業が主な内容となって

おります。ミネラルウォーター開発事業では、１万５,０００本のミネラルウォーターを

製造し、薬用植物研究事業では２２品目の栽培調査を行っております。不用額につきま

しては、５４ページの７節賃金で、地域おこし協力隊２名分の賃金３２万６,２９０円

と、次のページをお開きいただきまして、９節の旅費、こちらも地域おこし協力隊の普

通旅費で４１万９,５４０円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー３５に、陸別チャレンジプロジェクト事業資料がつけてあ

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １４目企業誘致対策費は、普通旅費で１万１,０００円の執行であります。 

 続きまして、２項徴税費１目税務総務費３,５５４万６,６４１円でありますが、この

科目は、税の還付加算金のほか、職員の人件費などで、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２３節の償還金利子及び割引料３６１万４００円につきましては、町民税などの還付

金が、個人町民税５０件、２９８万２,２００円。法人町民税７件、５９万７,０００
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円。固定資産税７件、２万６,４００円。還付加算金が法人町民税２件、４,８００円と

なっております。この科目の不用額についてですが、５６ページの３節職員手当等のう

ち、時間外勤務手当が４５万８,５７７円、２３節償還金利子及び割引料は徴税等の還付

金で４０万２,４００円、還付加算金で４万５,２００円であります。 

 ２目賦課徴収費５４２万８,１３７円は、１３節委託料で、固定資産税評価替え業務１

４３万円。１８節備品購入費で、国税連携システム用パソコン購入で３１万３,２００円

が昨年より増となっております。それ以外につきましては、例年同様の執行となってお

ります。なお、十勝市町村税滞納整理機構への負担金は５４万１,８１７円で、道民税も

含めました引き継ぎ額につきましては６１件、１０９万６０１円、収納額が５０件、８

５万３,５７１円となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２４に、十勝税滞納整理機構への引継額、収納額がつけて

ありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民台帳費２,４６８万７,８８０円は、戸籍総合シ

ステムの機器更改で７５３万１,９２０円、住民基本台帳ネットワークサーバー機器更改

等で８０万８,６８５円が昨年度より増となっておりますが、それ以外につきましては、

職員の人件費のほか、例年同様の執行となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費６１４万１,４６０円と、２目選挙啓発費３,８５０

円は、選挙管理委員会委員の報酬や職員の人件費など、例年同様の執行であります。 

 ３目知事道議会議員選挙費１５９万５,１３５円は、昨年の４月７日執行の知事、道議

会議員選挙に係る経費１５９万５,１３５円で、道委託金として１４８万７,７６３円が

入っております。３節の職員手当等の不用額５２万２,６０５円は、投開票に従事する職

員の時間外勤務手当であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４目町長町議会議員選挙費２１３万９,８４１円は、昨年４月の町長町議会議員選挙に

係る経費であります。選挙は定数内の立候補者数であったために、３１７万４,１５９円

の不用額が生じております。１節報酬は委員報酬で２９万３,２５０円。３節職員手当等

は、時間外勤務手当１２０万９,９８９円。１１節需用費は３０万１,７２８円、このう

ち入場券の印刷代で２０万５,１５８円。１２節役務費は１２８万９,２５２円、このう

ち郵便料で１２２万１,５１１円などが主な内容となっております。 

 ５目の参議院議員選挙費は、昨年の７月２１日執行の参議院議員選挙に係る経費３４

６万４,３７１円で、国から委託金が同額が入っております。 

 次のページをお開きください。 

 ３節の職員手当等の不用額６５万４,５５３円は、投開票に従事する職員の時間外勤務

手当であります。 

 ５項統計調査費１目指定統計調査費５３万３６円は、経済センサス基本調査、農林業
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センサス、工業統計調査に係る指導員及び調査員の報酬ですとか消耗品費などとなって

おります。 

 ６項監査委員費２０３万１９０円は、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 続きまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億６,５５１万２,３５

３円であります。掲載の主要事業のほか、職員人件費、福祉住宅からまつハウスの管理

経費、それから、障害者自立支援費、国民健康保険事業勘定特別会計、介護保険事業勘

定特別会計の繰出金などが含まれております。なお、消費税増税に対応しまして国の制

度として実施されましたプレミアム付商品券事業の事業費の合計は４０２万１,０７９円

となっております。この科目の不用額につきましては、３節職員手当等のうち、時間外

勤務手当が３１万５,１２９円、１５節工事請負費は、防犯灯の新設的工事費で３４万

５,２００円、１９節負担金補助及び交付金のうち１００万８,０００円がプレミアム付

商品券の精算分であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２０節扶助費は、各種医療費助成分が５９万４,７０１円、更正医療分７５万６,１９

９円、障害者介護給付費１２０万４,２６８円、障害者訓練等給付費２１１万８,７９０

円が主な内容であります。２８節の繰出金につきましては、国民健康保険事業特別会計

への繰出金が２,３３８万６,８２４円、介護保険事業勘定特別会計への繰出金が４,２７

９万６,０００円となっており、不用額５８５万８,１７６円につきましては、国民健康

保険事業勘定特別会計繰出金であります。 

 議案説明書、資料ナンバー３６に、社会福祉総務費分の民生費事業実績状況、資料ナ

ンバー３７に、プレミアム付商品券事業の資料がつけてありますので、後ほど御覧いた

だきたいと思います。 

 次に、２目老人福祉費であります。掲載の主要事業のほか、老人健康増進センターふ

れあいの郷、高齢者交流センターなどの管理運営費、居宅介護支援事業設置事業費など

が含まれております。なお、デイサービスセンターの延べ利用者数につきましては２,７

２７人で、昨年度より６１人の減、介護予防・日常生活支援総合事業の延べ利用者数は

１５３人で、前年度より６３人の増となっております。この科目の不用額であります

が、１１節需用費のうち、ふれあいの郷の燃料代が１１万２,７３５円、居宅介護支援事

業所設置事業費の消耗品費で２０万８,５３９円、各施設の修繕料３８万３,５７１円。

１３節委託料のうち、福寿荘の設備保守管理、これはスプリンクラーの保守管理です

が、排水作業の作動がなかった分で３２万２,３６０円。１９節負担金補助及び交付金で

は、デイサービス運営事業で７６万４,５１４円、介護予防・日常支援総合事業で４１万

５,８７９円、介護職員資格取得助成事業で３０万円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー３８に、老人福祉費分の民生費事業実績状況がつけてあり

ますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 
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 次に、３目後期高齢者医療費５,３４６万５,４９９円であります。 

 次のページをお開きください。 

 １９節の負担金補助及び交付金は、北海道後期高齢者医療広域連合への負担金。２８

節繰出金は、後期高齢者医療特別会計への繰出金であります。 

 次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費７５８万４,７６２円でありますが、この科

目は、掲載の主要事業のほか、児童施設等への通所に係る交通費助成ですとか、障害児

の自立支援給付費などの経費が含まれております。２０節扶助費の不用額３８万２,６９

８円のうち、２８万５,０００円は身体障害児補装具交付事業分であります。 

 ２目児童福祉施設費５,２８７万３,９４６円は、前年度に比べて子育て支援システム

改修に係る北海道自治体情報システム協議会への負担金２５２万７,２００円が増となっ

ております。このほか、掲載の主要事業のほかに、保育所に従事する職員の人件費、臨

時職員の賃金などが計上されておりまして、例年同様の執行であります。 

 議案説明書の資料ナンバー３９に、児童福祉関係の実施状況がつけてありますので、

御覧をいただきたいと思いますが、その中に保育所の登録児童数も参考として掲載をし

ております。後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次のページをお開きください。 

 ３目児童措置費２,２７５万５,０００円は、児童手当の支給でありまして、主要事業

に記載のとおりであります。 

 ３項国民年金費１目国民年金事務取扱費９４３万８,６９９円は、例年同様の執行であ

ります。 

 次のページを御覧ください。 

 ４款衛生費１項保健衛生費であります。１目保健衛生総務費５,５１０万８,７０３円

は、陸別歯科診療所備品等の購入事業で８２９万円、養育医療費、未熟児で、対象は２

名になりますが、１２１万４,０３１円が増となっておりますが、職員の人件費、保健事

業に係る事務経費など、例年同様の執行であります。３節の職員手当等の不用額は、時

間外勤務手当の５５万３,６６０円が主な内容であります。 

 ２目保健衛生施設費３,３９２万１,８７６円は、保健センター、公衆浴場の管理運営

関係で、保健センター分が２,４４７万８,９９３円、公衆浴場分が９４４万２,８８３円

の執行となっております。公衆浴場歩行浴施設の利用者数につきましては、合計で８,１

６１名、前年度より３８８名の減となっております。なお、保健センター診療所の改修

事業につきましては、４年計画のうち３年目で、昨年同様、設置機器の更新工事を行っ

ております。この科目の不用額につきましては、１１節需用費のうち、保健センター公

衆浴場の燃料代が５２万３１円。 

 次のページをお開きいただきまして、１３節委託料で、施設設備保守管理業務で３２

万７,９９１円が主な内容となっております。 

 ３目予防費１,５８２万３,１２８円は、各種検診、予防接種など、主要事業の掲載事
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業が主な内容となっております。受診等の実績でありますが、各種健診の延べ人数が１.

２１０名で、昨年より１０名の減、健康診査の延べ人数が２０４名で、昨年度より９名

の減、予防接種の延べ人数が９０３名で、昨年度より２８名の減となっております。１

３節の委託料の不用額は、各種検診事業で５９万６,１７９円、各種予防接種事業で１３

万８,１００円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー４２、各種検診、健康診査、予防接種、療育指導などの衛

生費事業実績状況の一覧がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 ４目の環境衛生費６４７万９,９４４円は、陸別墓地の階段補修委託業務で２２５万

７,２００円が増となったほかは、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５目診療所費１億３,５４７万６,０００円は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会

計への繰出金であります。このうち６,５６６万円が普通交付税と特別地方交付税により

財源措置されております。 

 ２項清掃費１目清掃総務費４４０万４,６３５円は、主要事業への掲載事業が主な内容

であります。なお、この目では、平成３０年度からの繰り越し事業であります下水道建

設負担金事業６,０００円が含まれております。この科目の不用額につきましては、１９

節負担金補助及び交付金のうち、し尿搬送助成金５３万８,９００円が主な内容でありま

す。 

 ２目塵芥処理費７,８６０万１,９４２円も、掲載の主要事業が主な内容であります。

令和元年度よりごみの分別方法が変わりましたが、ごみ等の収集量の合計につきまして

は、６３７.９トンで、昨年度より１８０.３トン多くなっております。不用額は、１１

節需用費のうち、指定ごみ袋購入等で４９万７,５０８円、１９節負担金補助及び交付金

の４２２万４,０００円は、十勝圏複合事務組合の負担金で、実績減によるものでありま

す。 

 次のページをお開きください。 

 ３項水道費１目専用水道費５３４万６,８６５円は、小利別から下勲祢別までの専用水

道に係る経費でありまして、今年の３月末の給水戸数は２０戸、前年より２戸減となっ

ております。１３節委託料の不用額は、管路等の修繕料で５８万１,０００円が主な内容

であります。 

 ２目水道費１億７２７万９,０００円は、簡易水道事業特別会計への繰出金でありま

す。 

 続きまして、５款労働費１項労働諸費であります。 

 １目労働諸費１０５万２４８円は、掲載の主要事業のほか、前年同様の執行でありま

す。 

 ２目緊急雇用対策費１,０６４万７,３４３円は、緊急雇用対策事業でありますが、繰

越明許費分と現年度分を合わせまして、林業２社、建設業２社、建築業１社の合計５
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社、延べ８８名の雇用となっております。なお、平成３０年度からの繰越分は３１８万

８,９２８円であります。 

 次のページをお開きください。 

 この科目の不用額でありますが、いずれも作業実績に伴うものでありまして、１３節

委託料が２８４万６,０７９円、１４節使用料及び賃借料が６９万３,３１４円となって

おりまして、これはチェーンソーを使用する作業が当初見込みより少なかったことによ

るものであります。 

 ３目雇用再生対策費８３１万円は、地元雇用促進事業で、平成３０年度からの繰り越

し事業分１６８万円が含まれております。新規雇用が１３名、継続雇用が４名の計１７

名であります。１７名の分野別では、農業が６名、林業が２名、商業が３名、建設業が

１名、福祉関係が５名となっております。なお、この新規雇用の１３名のうち、福祉関

係の１名が途中退職しておりまして、承認辞退の申し出によりまして補助をしておりま

せんので、実際に補助した数は１２名となっております。不用額は全て本事業の補助金

でありまして、実績に基づくものであります。 

 続きまして、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,６９５万７,４６６円

でありますが、職員の人件費のほか、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目農業総務費６,８５８万８５８円は、職員の人件費であります。３節職員手当等の

不用額につきましては、時間外勤務手当２６万６,３２７円が主な内容であります。 

 ３目農業振興費７,１９０万７３７円は、掲載の主要事業が主な内容でありまして、例

年同様の執行状況であります。１９節負担金補助及び交付金の不用額１７７万５,１９８

円は、農業近代化資金の利子補給事業補助金で７９万１,５２４円、農林推進協議会運営

事業補助金で６７万４,１１６円が主な内容となっております。 

 ４目畜産業費１億５,９２７万８,９０９円は、バイオガスプラント建設事業補助金１

億１８７万２,５４０円が増となるほか、掲載の主要事業が主な内容であります。なお、

バイオガスプラント建設事業補助金は総額で４億円の町補助金の支出を予定しており、

次年度以降で残りの２億９,８１２万７,４６０円を補助することとなります。 

 次のページをお開きください。 

 この目では、畜産酪農収益力強化整備特別対策事業、畜産クラスター事業で、２億２,

００３万円が令和２年度への繰越事業として計上されております。１９節負担金補助及

び交付金の不用額１,３４９万円につきましては、優良家畜導入貸付金分であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４１に、優良家畜導入支援事業の資料がつけてありますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 続きまして、５目農地費１億５,０４１万９,３１０円、こちらも掲載の主要事業が主

な内容となっております。この目には、平成３０年度の繰越明許事業としまして、農業

競争力強化基盤整備事業１,４９９万５,８３５円、令和２年度にはトマム地区道営農業
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農村整備事業６,３６８万６,０００円が繰越明許事業として計上されております。 

 ６目営農用水管理費１億１,５１０万９０５円は、上陸別地区及びトラリ地区の営農用

水の管理費のほか、掲載の主要事業が主な内容であります。上陸別地区が１億９２８万

６,９４７円、トラリ地区が５８１万３,９５８円の内訳となっております。この目に

は、平成３０年度の繰越明許費事業としまして、第２上陸別地区の道営担い手畑地帯総

合整備事業４,６７１万４,６２７円、令和２年度にも同じ事業で３,８８５万６,０００

円が繰越明許事業として計上されております。 

 次のページを御覧ください。 

 この科目の不用額になりますが、１１節需用費のうち、上陸別、トラリ地区の水道施

設用の燃料代で３１万１７７円、１３節委託料は、通常の管理運営に係る管路等修繕な

どの委託料で、上陸別地区が６４万６,６００円、トラリ地区が５０万１,３６０円が主

な内容となっております。給水戸数につきましては、昨年３月末で、上陸別地区は３２

戸で３戸の増、トラリ地区は前年と同じく１８戸であります。 

 ７目公共草地管理費６１６万４,５３１円は、主要事業に掲載しておりますトラリ地区

公共草地配電線路災害復旧事業で３９９万６,０００円の執行のほかに、例年同様の執行

状況であります。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費１,６１１万７,２２２円も、職員の人件費のほ

か、例年同様の執行であります。なお、年間の施設の利用回数は２５４回でありまし

て、前年度より２４回の減となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー４２に、加工センターの月別利用実績がつけてありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次のページをお開きください。 

 ２項林業費１目林業振興費１億８,５０７万４,０４２円でありますが、平成３０年度

からの繰越明許事業の陸別町林業木材産業構造改革事業１億５００万円のほか、掲載の

主要事業が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ９２ページの１９節負担金補助及び交付金の不用額につきましては、補助金の民有林

業造林促進事業で４５万４,０５８円、林業長期就労促進担い手対策事業で３５万円、退

職金共済事業加入促進事業で５２万１,２６２円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー４３に、未来につなぐ森づくり推進事業、民有林造林促進

事業、資料ナンバー４４に、森林作業員就業条件整備事業、林業長期就労促進担い手対

策事業、退職金共済制度加入促進事業の資料がつけてありますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

 また、資料ナンバー４５には、２款の総務費、銀河の森管理費、６款の農林水産業費

の林業費、８款土木費におけます補助、交付金起債対象事業の建設工事に係る一覧表も

つけてありますので、こちらも後ほど御覧をいただきたいと思います。 
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 ２目狩猟費４７２万６,９７２円につきましては、有害鳥獣駆除事業の関係で、掲載の

主要事業が主な内容で、例年同様の執行状況であります。この科目の不要額につきまし

ては、７節賃金で、ハンターの賃金６６万２,０００円、８節の報償費はハンターへの駆

除奨励金で６３万５,５４８円が主な内容であります。 

 ３目の林道新設改良費３,９５５万６,５６４円は、林道の開設・改良工事、あるいは

維持管理の事業でありまして、こちらも掲載の主要事業が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 続きまして、７款商工費１項商工費１目商工総務費１,９５３万５,９２７円は、人件

費の計上であります。 

 ２目商工振興費１億１,６９２万４,８９３円は、例年同様、主要事業に掲載された内

容のとおりであります。なお、商工振興事業補助金のプレミアム商品券につきまして

は、プレミアム率２０％で、７月と１１月で合わせて４,０００セット、９万６,０００

枚を販売しまして、９万５,８５９枚が使用されております。日産自動車購入費助成につ

きましては、８台分の助成であります。１９節負担金補助及び交付金の不用額について

でありますが、中小企業融資制度保証料補給が１６２万６,８０４円、中小企業経営安定

資金利子補給が７８万５,１９５円、商工振興事業２０４万６,８６８円、商業活性化施

設運営事業３０万１,１５７円、日産自動車購入助成が１６９万７８４円、これが不用額

の主な内容となっております。 

 ３目観光費２,１６１万４,７２０円も、掲載の主要事業のとおりでありまして、例年

同様の執行であります。９節旅費の不用額につきましては３０万６,８４０円であります

が、観光物産館の管理運営、出展、販売等に係る普通旅費であります。 

 ４目公園費６４４万１,２６０円も、公園等の管理に係る経費など、掲載の主要事業の

とおりの内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５目消費者対策費９６万４,０８４円も例年同様の執行であります。消費生活相談窓口

開設につきましては月２回、消費生活支援事業、くらし塾については月１回の開設と

なっております。 

 続きまして、８款土木費１項土木管理費であります。 

 １目土木総務費４,６８４万５,６０２円につきましては、職員人件費、旅費、樋門・

樋管管理などに係る経費で、例年同様の執行であります。３節の職員手当等の不用額に

つきましては、時間外勤務手当５７万５,５９３円が主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１,７０１万８,５５０円であります。内

容は、ダンプやグレダーなどの公有車両の管理経費のほか、掲載の主要事業のとおりで

あります。この科目の不用額は、１１節需用費では、車両用の消耗品が３０８万５,４２

５円、燃料費が１５７万７,１００円、修繕料が１３１万１３５円。１２節の役務費のう
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ち、車両運搬費で２０万７,１００円。これらが主な内容であります。 

 ２目道路維持費１億２,３８０万４,８１６円は、町道の道路維持に係る経費でありま

して、こちらも掲載の主要事業のとおりの内容となっております。この科目の不用額に

つきましては、１１節需用費のうち、道路維持用消耗品費で４８万２,２５７円、１３節

の委託料は、除排雪業務が１,００４万６,８６６円、道路維持補修に係る経費で２６万

７,７００円が主な内容となっております。 

 ３目の橋りょう維持費５,８３３万１,７２０円は、町道の橋の維持に係る経費であり

まして、こちらも掲載の主要事業のとおりの内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４目道路新設改良費２,１５４万５,１７９円は、町道の道路整備や舗装工事などに係

る経費でありますが、前年度の４路線に対しまして、令和元年度は主要事業に記載の１

路線のみとなっております。 

 ５目街路灯費９３７万６,５３３円は、街路灯の維持管理に係る経費とＬＥＤ化工事が

主な内容であります。令和元年度の街路灯ＬＥＤ化工事につきましては１０基を実施し

ております。これによりまして、街路灯１８２基のうち１２１基がＬＥＤに変わってお

ります。 

 ３項河川費１目河川総務費７１３万９６８円は、普通河川の護岸補修等で、掲載して

ある主要事業のとおりであります。 

 次に、４項住宅費であります。 

 次のページを御覧ください。 

 １目住宅管理費２,８８１万６,４０５円は、町営住宅の維持管理に係る経費でありま

す。内容につきましては、主要事業に記載のとおりでありますが、管理戸数は前年度よ

り６戸増、空き家も１５戸増、修繕は１１戸の減となっております。 

 ２目住宅建設費１億３,７７４万１,７０８円であります。この科目は、公営住宅の建

設、解体、外構工事、改修工事などでありまして、令和元年度は新町交流館の解体、実

施設計委託業務のほか、新町団地の公営住宅Ｑ、Ｒ棟の建設が主な内容であります。 

 ５項下水道費１目下水道費９,１７６万８,０００円は、公共下水道事業特別会計への

繰出金であります。 

 次のページをお開きください。 

 ９款消防費１項消防費１目消防費１億６,５５９万３,０４１円は、十勝広域消防事務

組合への負担金が１億５,２３１万２,０００円、陸別消防団に係る費用が１,３２８万

１,０４１円の内訳となっております。３月３１日現在における陸別消防団の団員数であ

りますが、４８名でありまして、この年度中につきましては、新加入が１名、退団が４

名となっております。不用額は、９節の旅費で４４万２,１８０円、これは消防団員の出

動手当等の費用弁償、１９節負担金補助及び交付金は、消火栓の年間維持負担金３１万

３,０００円が主な内容であります。 
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 ２目災害対策費５２万３,４２５円は、防災行政無線の保守管理ですとか、防災備蓄品

の購入経費などとなっております。前年度と比較しますと、約９００万円の減となって

おりますが、これは前年度にＪアラートの機器の更新をしたことによる差となっており

ます。 

 次のページをお開きください。 

 １０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費１６０万２,９８３円は、

例年同様の執行であります。 

 ２目事務局費１億４,２４９万６,７３１円は、職員の人件費のほか、掲載の主要事業

などの内容となっておりますが、教職員住宅の建て替え１棟２戸、奨学資金の貸し付け

は、大学等で８名、高校４名となっております。３節職員手当等の不用額につきまし

は、時間外勤務手当の５９万９,８４２円が主な内容となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ３目教育振興費１,２８６万４,６９３円は、掲載の主要事業が主な内容でありまし

て、例年同様の執行であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４目スクールバス運行管理費３,１３３万８,８５９円も例年同様の執行状況でありま

す。スクールバスの利用状況につきましては、主要事業に記載の表のとおりであります

が、トータルで前年度より９９１人の利用減となっております。 

 ５目教育研究所費４０万５,４００円につきましては、例年同様の執行であります。 

 ２項小学校費１目学校管理費２,０９９万８２３円は、小学校の多目的ホール側の軒天

改修工事１６５万円のほかは、例年同様の執行状況であります。１１節需用費の不用額

は、小学校の燃料代で１６万６,４８３円、施設及び備品の修繕料で１８万１,９００円

が主な内容となっております。なお、児童数につきましては、令和元年度３月末日で、

１年生が１７名、２年生が２２名、３年生が１６名、４年生が１６名、５年生２０名、

６年生１７名の合計１０８名であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目教育振興費８０５万２,８５４円も例年同様の執行でありまして、内容も主要事業

に記載のとおりであります。なお、就学援助の扶助の準要保護は前年度より３名の増、

特別支援教育につきましては４名の増となっております。また、この目には、公立学校

情報通信ネットワーク環境施設整備事業で１,４４７万４,０００円が令和２年度への繰

越明許事業として計上されております。 

 ３項中学校費１目学校管理費１,８６３万１,０５８円も例年同様の執行であります。

１１節需用費の不用額は、小学校と同じく、燃料代で６９万１,９７１円が主な内容であ

ります。生徒数でありますが、令和２年３月末日現在で、１年生１４名、２年生１３

名、３年生１３名の合計４０名であります。 

 次のページをお開きください。 
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 ２目教育振興費５３７万２,７６０円も例年同様の執行状況でありまして、内容も主要

事業に記載のとおりであります。なお、就学援助の扶助の準要保護は前年度より２名の

減、特別支援教室は２名で、前年と変わりがございません。また、この目には、小学校

と同じく、公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業で１,２１８万５,０００円

が令和２年度への繰越明許事業として計上されております。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費１,７２１万３,９４０円も例年同様の執行状況で

ありまして、主要事業に記載の内容のとおりであります。 

 次のページをお開きください。 

 この目での学童保育所の登録児童数になりますが、令和２年３月で３４名、前年度よ

り２名の増であります。なお、中学生等海外研修派遣事業への参加生徒数は１３名で、

昨年度より１名の減。冒険・体感ｉｎとうきょう事業の参加児童数は１４名、前年度よ

り１名の減となっております。１９節負担金補助及び交付金の不用額は、文化芸術鑑賞

事業補助金の４５万５,４５６円が主な内容であります。 

 ２目公民館費１,０８８万９,９４３円で、例年同様の執行状況でありまして、内容も

主要事業に記載のとおりであります。公民館図書室の利用者数につきましては、前年度

より２４６名の減、視聴覚室の利用者数は前年度より４０２名の減となっております。

１１節需用費の不用額につきましては、公民館の燃料代で４２万９,０２０円が主な内容

であります。 

 ３目文化財保護費１１５万４,９６１円も例年同様の執行でありまして、内容について

も主要事業に記載のとおりであります。なお、関寛斎資料館の入館者数につきまして

は、前年度より３８名の減となっております。 

 次のページをお開きください。 

○議長（本田 学君） 午後１時まで休憩いたします。 

                           休憩 午前１１時５９分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、次に移ります前に、午前中、説明した中で、一部

間違いがございましたので、訂正をさせていただきたいと思います。 

 ７３ページになります。 

 ７３ページの下に公衆浴場の施設の業務委託のところがあると思いますが、浴場利用

者の８,１６１人に変わりはございませんが、説明の中で、昨年より３８８人減となった

と説明させていただきましたが、増の誤りでございます。３８８人多くなったというこ

とであります。歳入では増ということで説明を申し上げておりますので、歳入での訂正

はございません。 

 それでは、次に、１１７ページからを御覧いただきたいと思います。 
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 １１７ページからの、５項保健体育費１目保健体育総務費２５５万１,３０７円、こち

らにつきましては、例年同様の執行でありまして、内容につきましても、主要事業に記

載のとおりであります。社会体育関係の主要事業に記載してありますスポーツ教室等に

ついてでありますが、前年度と比較しまして３日、１７８人の減。各種大会等の開催に

つきましても、昨年度より１大会、２日、延べ参加者数で１８人の減となっておりま

す。１９節負担金補助及び交付金の不用額につきましては、スポーツ振興基金運用事業

交付金の２０万７,９３９円が主な内容であります。 

 ２目体育施設費１,６６７万９,０６１円は、前年度、若葉パークゴルフ場の排水整備

工事で９０９万３,６００円の執行がありましたので、この分が減額となっております

が、その他につきましては例年同様の執行でありまして、内容も主要事業に記載のとお

りであります。 

 次のページをお開きください。 

 ３目学校給食費５,４８４万７,４０１円も、例年同様の執行状況でありまして、職員

の人件費のほか、給食センターの管理運営費となっております。令和元年度に提供しま

した給食の食数でありますが、前年度より２,７９３食の減となっております。 

 次に、１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費１

０万３,１８８円であります。 

 次のページをお開きください。 

２目林業用施設災害復旧費４万１７７円、それから、２項の公共土木施設災害復旧費１

目道路橋りょう災害復旧費４万２,４７１円、こちら、両方とも、昨年度は災害復旧工事

がございませんでしたので、事務経費のみの執行となっております。 

 １２款公債費１項公債費１目元金５億１,７３８万５,２１２円及び２目利子２,８４４

万９,７９１円につきましては、議案の説明資料、資料ナンバーの２７に、起債残高等推

移の資料をつけておりますので、後ほど御覧ください。なお、一般会計の残額は４５億

９,８２０万１,０００円でありまして、前年度末より９,９２９万２,０００円の増と

なっております。これを今年の３月末の人口２,３３４人で割りますと、町民１人当たり

１９７万９４円となりまして、前年度より６万２,１６０円の増となっております。 

 １３款予備費につきましては、６件、２４２万４,６０５円を充当しております。 

 次のページをお開きください。 

 歳出の合計となります。当初予算４３億１,３０１万７,０００円、補正予算額７億９,

４３９万２,０００円、繰越明許費１億９,４６９万７,９６０円、予算現額につきまして

は５３億２１０万６,９６０円、支出済額は４８億１,２４０万１,１５９円、翌年度への

繰越明許費は３億４,９２３万１,０００円、不用額が１億４,０４７万４,８０１円、予

算流用につきましては１８件、１３万３,０４１円でありまして、一般会計の歳出の決算

を終えております。 

 続きまして、１２５ページをお開きください。 
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 １２５ページは、一般会計の実質収支に関する調書、単位は千円であります。 

 歳入総額が４９億３,０３５万３,０００円、歳出総額は４８億１,２４０万２,０００

円、歳入歳出差引額が１億１,７９５万１,０００円、繰越明許費繰越額が１,１４５万

２,０００円で、実質収支額は１億６４９万９,０００円であります。 

 なお、繰越明許費繰越額１,１４５万２,０００円は、令和２年度への繰越額３億４,９

２３万１,０００円から未収入特定財源３億３,７７７万９,０００円を除いた額となって

おります。実質収支額の２分の１以上となる６,０００万円を財政調整基金に積み立てる

こととしまして、残りの４,６４９万９,０００円が次年度への繰越金となります。 

 続きまして、１２６ページをお開きください。 

 １２６ページからは、財産に関する調書であります。 

 まず、１、公有財産、（１）土地及び建物、ア、総括で、行政財産と普通財産に区分

をされております。これの合計欄を御覧いただきたいと思います。土地、地籍の年度中

の増減につきましては、２万８,６７４.８４平米の増で、決算年度末現在高は３,２３６

万８,１４９.２８平米であります。建物の木造と非木造の延べ面積の年度中の増減は６

１３.５平米の増で、決算年度末現在高は６万５,３５１.２９平米であります。 

 この土地、建物の行政財産の内訳につきましては、１２７ページと１３６ページに、

普通財産の内訳は１２８ページと、１３７ページにありますので、後ほど御覧をいただ

きたいと思います。 

 続きまして、１２９ページをお開きください。 

 （２）の山林についてでありますが、こちらも後ほど御覧をいただきたいと思いま

す。 

 （３）の有価証券の関係です。令和元年度の増減が４４８万円、これは株式会社りく

べつへの出資４８５万円と、帯広空港ターミナルビル株式会社の株式譲渡による３７万

円の減額であります。 

 次に、（４）の無体財３件は、陸別百恋水の商標権でありまして、本来なら平成２６

年２月１４日の登録に伴いまして、この決算書にも掲載するところでありますが、掲載

されておりませんでしたので、今回、掲載漏れが判明した令和元年度の決算書より掲載

をさせていただいております。大変申しわけございませんでした。なお、この登録の期

間についてでありますが、令和５年２月１３日までの１０年間となっておりますので、

それを申し添えたいと思います。 

 このほか、出資による権利は１３０ページ、物品は１３１ページから１３２ページ、

備品は１３３ページから１３４ページ、債権と３月３１日現在の基金につきましては１

３５ページに掲載しておりまますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で、議案第６１号の説明を終わりまして、次に、議案第６２号の説明に移りたい

と思います。 

 議案第６２号は、令和元年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算につ
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いてであります。 

 この国民健康保険制度につきましては、御承知のとおり、持続可能な医療保険制度を

構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律に基づきまして、平成３０年度

から都道府県が財政運営の責任主体となっております。このことを踏まえまして、ま

ず、決算書の説明資料により説明いたしますので、１７２ページをお開きください。 

 １７２ページの説明資料につきましては、第１表、国民健康保険事業状況最近年度比

較表であります。この事務職員数から保険税徴収回数までは前年度と変わっておりませ

ん。年間平均世帯数は前年度より１０世帯の減、年間平均被保険者数は前年度より３６

人の減、１世帯当たりの税調定額は前年度より６,５０２円の減、１人当たりの税調定額

は前年度より２７６円の減、１人当たりの療養諸費費用額は前年度より２万２,４３４円

の増、受診率は前年度から見ると１３.６ポイントの減であります。 

 次に、第２表、令和元年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４億４,４４７万８,０００円、歳入の決算額４億２,７５４万５,７０４円、歳

出の決算額４億１,７３８万３,５１２円、差し引き額１,０１６万２,１９２円でありま

して、これは令和２年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９３.９％であり

ます。 

 次のページを御覧ください。 

 第３表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款国民保険税から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率

などについては、表のとおりであります。令和元年度の歳入の合計につきましては、調

定額４億２,８５４万８,２０１円、収入済額４億２,７５４万５,７０４円で、収入済額

を前年度と比較しますと８０５万５,３４７円の増となっております。 

 このうち、１款国民健康保険税につきましては、収入済額が８,１７３万２,２２５

円、歳入に占める割合は１９.１％で、前年度比１.３ポイントの減。不納欠損額はな

く、収入未済額が１００万２,４９７円で、収納率は９８.８％、前年度比１.６ポイント

の増となっております。 

 次のページをお開きください。 

 第４表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率など

につきましては、表のとおりであります。 

 令和元年度の歳出の合計は、支出済額で４億１,７３８万３,５１２円で、前年度と比

較しますと６４０万１１０円の増。不用額は２,７０９万４,４８８円、これを前年度と

比較しますと、２１３万３,８９０円、執行率は９３.９％、前年度比０.４ポイントの減

となっております。 

 次のページの第５表、国民健康保険税収納額最近年度比較表であります。 

 左側が現年課税分、右側が滞納繰越分でありまして、現年課税分は、調定額８,０４３
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万３,３００円、収入済額は８,０２８万１,５６５円で、前年度と比較しますと３４２万

３,３３５円の減、収入未済額は１５万１,７３５円で、前年度と比較しますと１２６万

７,５６５円の減、収納率は９９.８％であります。滞納繰越分は、調定額２３０万１,４

２２円、収入済額は１４５万６６０円、前年度と比較しますと２１万６,４１８円の減。

収入未済額は８５万７６２円で、前年度と比較しますと９万５,１６０円の減。収納率は

６３％であります。現年度課税分と滞納繰越分を合わせました収入未済額は１９件で、

１００万２,４９７円となります。なお、収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構

より１９万９,６８１円が入金されております。 

 次の、第６表、最近５か年間の決算額調べは、ここに記載のとおりでありますので、

後ほど御覧ください。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、陸別町国民健康保険事業勘定特別会

計歳入歳出決算の事項別明細書の説明を行いますので、１５０ページをお開きいただき

たいと思います。 

 １５０ページ、歳入からの説明であります。 

 １款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険税は８,１７３

万２,２２５円の収入であります。令和元年度末の世帯数は４１４世帯、被保険者数は６

４０人で、前年度より１３世帯、４４人の減となっております。１節現年課税分の収入

済額は８,０２８万１,５６５円、収入未済額は７件、１５万１,７３５円で、前年度より

７件の減であります。このうち、８月末までに、５件、１１万２,８３５円が納入されて

おります。２節滞納繰越分の収入済額は１４５万６６０円、収入未済額は１２件、８５

万７６２円で、前年度より７件の減であります。このうち、８月末日までに４件、１４

万９,０８７円が納入されております。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税は、令和元年度末の被保険者数はございません。

当初予算において、１節現年課税分、２節滞納繰越分で科目存置しておりましたが、収

入等はございませんでした。 

 ２款国庫支出金も科目存置で、災害があった場合の対応科目であります。令和元年度

の収入はございません。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金３億１,３７８万２１６円でありま

す。１節保険給付費等交付金、普通交付金２億３,１０１万８,２１６円は、歳出の２款

保険給付費に対応する金額となっており、不足額１１万３,４５１円は令和２年度に精算

交付される予定となっております。この２節保険給付費等交付金の特別交付金８,２７６

万２,０００円は、保険者努力支援分１３３万６,０００円、特別調整交付金７,１０２万

１,０００円、道繰入金９３０万７,０００円、特定健診負担金１０９万８,０００円の内

訳となっております。 

 次に、４款財産収入であります。 

 次のページをお開きください。 
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 １項財産収入１目利子及び配当金は、基金の利息８４円。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,３３８万６,８２４円は、１節保

険基盤安定繰入金１,８４７万８,８２４円が低所得者の７割、５割、２割の保険料軽減

分と保険者支援分であります。これにつきましては、一般会計の歳入において、国と道

から合わせて４分の３の１,３８５万９,１１６円が入っております。２節事務費繰入金

は、財源調整により繰り入れがありません。３節出産育児一時金等繰入金は２８万円の

３件分、８４万円。４節財政安定化支援事業繰入金は、普通地方交付税への算入額４０

６万８,０００円であります。 

 ２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は、財源が確保できましたことから、繰

り入れを行っておりません。 

 ６款繰越金は、前年度繰越金で８５０万６,９５５円。 

 次に、７款諸収入であります。 

 次のページをお開きください。 

 １項延滞金加算金及び過料１目一般被保険者延滞金１１万５,４００円は、２３件分で

あります。 

 以下、２目退職被保険者等延滞金から４目退職被保険者等加算金までは科目存置。 

 ２項雑入１目一般被保険者等第三者納付金から４目退職被保険者等返還金までも科目

存置であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５目療養給付費負担金から７目特定健康診査等負担金までも同じく科目存置。 

 ８目雑入２万４,０００円につきましては、健康診断の個人負担分１２名分でありま

す。 

 歳入の合計になりますが、当初予算額３億９,１４０万５,０００円、補正予算額５,３

０７万３,０００円で、予算現額は４億４,４４７万８,０００円、調定額４億２,８５４

万８,２０１円に対し、収入済額が４億２,７５４万５,７０４円、収入未済額が１００万

２,４９７円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。 

 １５８ページになります。 

 歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２,４４８万７,８６７円は、国保会計の事

務経費や国保連合会への負担金など、９節旅費から２５節積立金まで、例年同様の執行

となっております。なお、２５節積立金は、令和元年度と令和２年度の前期高齢者の納

付金の精算が保留となっておりますことから、基金に積み立てておくものであります。

納付金の精算は、令和２年度から５年度までの４か年で行われることとなっておりま

す。 

 ２目連合会負担金は、１９節負担金補助及び交付金４６万２,４６７円で、例年同様の
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執行であります。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費４５万２,８２１円は、１１節需用費及び１２節役務費が例

年同様の執行、１９節負担金補助及び交付金は十勝市町村税滞納整理機構への負担金２

３万９,１８３円でありまして、２２件、３３万５２２円を引き継ぎまして、１５件、１

９万９,６８１円が収納されております。 

 ３項運営協議会費１目運営協議会費３万８,０５０円であります。 

 次のページをお開きください。 

 １節報酬から９節旅費まで、例年同様の執行であります。 

 次に、２款保険給付費でありますが、項目ごとに前年度と比較しますと、１項療養諸

費１目一般被保険者療養給付費１億９,９４３万４,１３１円は、７５万６,８５８円の

増。 

 ２目退職被保険者等療養給付費は支出がございませんので、１３万９,１８１円の皆

減。 

 ３目一般被保険者療養費３５９万１,８９３円は、１０万８,５４３円の減。 

 ４目退職被保険者等療養費は支出がなく、増減もございません。 

 ５目審査支払手数料５７万９,９５４円は、１万２,６８０円の減。 

 ２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費２,６１７万５,２６９円は、１２９万４

１０円の減。 

 次のページをお開きください。 

 ２目退職被保険者等高額療養費から３項の移送費、２目退職被保険者等移送費までは

科目存置となっております。 

 ４項出産育児諸費１目出産育児一時金は、３件分、１２６万円で、４２万円の増。 

 ２目審査支払手数料は、共同電算業務４２０円であります。 

 ５項葬祭諸費１目葬祭給付費は科目存置。 

 次のページをお開きください。 

 ２目葬祭費は、３件分、９万円で、１２万円の減。 

 ６項育児諸費は、１目育児給付費、２目児童手当金、ともに科目存置であります。 

 なお、２款保険給付費の総額２億３,１１３万１,６６７円に対しまして、歳入では、

道支出金が保険給付費等交付金として入っております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金は、平成３０年度から北海道が財政運営の責任主担と

なりまして、全道の市町村の標準化に向けて行っている陸別町の負担分を積算し、求め

られた納付額となります。 

 １項医療給付費分で１目一般被保険者医療給付費分６,４６９万１,０００円。 

 ２目退職被保険者医療給付費分は科目存置。 

 ２項後期高齢者支援金等分は、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分２,１４６万

円。 
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 ２目退職被保険者後期高齢者支援金等分は科目存置。 

 次のページをお開きください。 

 ３項介護納付金分１目介護納付金分８６４万３,０００円であります。 

 ４款共同事業拠出金は、退職者医療事業分担金としての納付額７０円であります。 

 次に、５款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費３２２万

４,７３９円であります。１１節需用費３７万７,７５２円には、特定健診用システム、

マルチマーカー３５万６,４００円が入っております。１２節役務費は１７万５５４円

で、例年同様の執行。１３節委託料では、特定健診２９２件、２５９万５,０１１円が主

な内容であります。１９節負担金補助及び交付金は、日本糖尿病協会の新規の年会費３,

５００円となっております。 

 次の、２項保健事業費１目保健事業費１３２万２,５３１円も例年同様の執行でありま

す。 

 次のページをお開きください。 

 １３節の委託料は、インフルエンザの予防接種１３２人、４６万２,０００円、高齢者

肺炎球菌の予防接種９人、３万６,０００円、ふれあい広場のステージ設置費用１５万

４,０００円が主な内容であります。２０節扶助費は、インフルエンザの予防接種１人、

２,４００円の償還払い分であります。 

 次に、６款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金１０６万７,３００円は、２

３節償還金利子及び割引料、国保税の還付金で、１４件分であります。 

 ２目の延滞金は科目存置。 

 ３目繰出金は、特別調整交付金のへき地直営診療施設運営費分で６,０４０万２,００

０円の直診会計への繰出金であります。なお、平成３０年度分の追加交付は９９８万２,

０００円ございましたが、交付確定及び入金が年度末となっておりましたので、そのま

ま繰越金としまして、令和２年度の国保会計の補正予算が生じたときに整理をすること

としております。 

 ７款予備費は２件、２０万５,５００円の充当であります。 

 歳出の合計でありますが、当初予算額３億９,１４０万５,０００円、補正予算額５,３

０７万３,０００円で、予算現額は４億４,４４７万８,０００円、支出済額は４億１,７

３８万３,５１２円、不用額が２,７０９万４,４８８円で、歳出の決算を終えておりま

す。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４６－１から４に、国民健康保険事業勘定特別会計

の歳入歳出の決算に係る資料がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次の１７０ページをお開きください。 

 １７０ページは、国民健康保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調書、単位は千

円であります。 

 歳入総額が４億２,７５４万６,０００円、歳出総額は４億１,７３８万４,０００円、
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歳入歳出差引額と実質収支額は同額で１,０１６万２,０００円であります。同額が次年

度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６２号の説明を終わりまして、次に、議案第６３号の説明に移りま

す。 

 議案第６３号は、令和元年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出

決算についてであります。 

 まずは、決算書の説明資料により説明いたしますので、１９５ページをお開きくださ

い。 

 １９５ページの説明資料は、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括であります。予

算額３億２,１９０万１,０００円、歳入の決算額が３億３,１４４万４４９円。歳出の決

算額が３億１,４９６万６６８円、差し引き残額で１,６４７万９,７８１円でありまし

て、これは令和２年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９７.８％でありま

す。 

 次のページに移りまして、第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款診療収入から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率な

どについては表のとおりでありますが、令和元年度の歳入の合計は、調定額３億３,１４

５万４,０６９円、収入済額３億３,１４４万４４９円で、前年度と比較しますと１,８４

０万３,０９９円の減となっております。 

 このうち、１款診療収入につきましては、収入済額が１億８１５万３,１５５円、歳入

に占める割合は３２.６％で、前年度比３.３ポイントの増であります。収入未済額は１

万２０円となっております。 

 次のページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率など

については表のとおりであります。 

 令和元年度の歳出の合計は、支出済額３億１,４９６万６６８円、これは昨年と比較し

ますと１,５３８万３,５４７円の減、不用額が６９４万３３２円、執行率は９７.８％で

ありまして、前年度より１.９ポイントの増となっております。 

 次のページ。 

 第４表、診療収入収納状況調べであります。 

 左側が入院分、右側が外来分で、入院分の収入済額は１,６７８万７,６２５円で、前

年度と比較しますと７３４万７,８６５円の増、収入未済額はございません。外来分の収

入済額は７,２３１万６,２９３円で、前年度と比較しますと１４３万２,６２７円の減で

あります。 

 次のページをお開きください。 

 第５表、経費別支出内訳調べであります。 
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 １、総務費につきましては２億８,８２２万２,８０４円、前年度と比較しますと１３

６万６,９３０円の減、診療収入に対する割合は２６６.５％で、１６.３ポイントの減。 

 ２、医業費は２,５６８万１,１６０円、前年度と比較しますと１,４０１万６,６１７

円の減、診療収入に対する割合は２３.７％で、１５.１ポイントの減であります。 

 次のページに移りまして、第６表、患者数及び職員数等調べでありますが、年間の入

院患者数につきましては８７２人で、前年度と比較しますと４３０人の増、外来患者数

は１万２,３３７人で、２２３人の減となっております。 

 次のページをお開きください。 

 ２００ページの続きになりますが、２の職員数、３、患者１人１日当たり診療収入調

べ、４、患者１人１日当たり薬品費調べ、５、診療収入に対する投薬等の収入割合は記

載のとおりでありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書の説明を行います。 

 １７９ページをお開きください。 

 １７９ページの歳入からになります。 

 １款診療収入の収入済額は１億８１５万３,１５５円で、前年度と比較しますと５７６

万９,６９４円の増。収入未済額は１万２０円であります。 

 １項入院収入、２項外来収入は、先ほど第４表、診療収入収納状況調べで説明してお

りますので、内容の説明は省略させていただきますが、２項の外来収入の次のページ、

１８１ページを御覧ください。 

 １８１ページの中段にあります、５目一部負担金収入の１節医療給付現年度の収入未

済額でありますが、これは３件で１万２０円であります。 

 次に、２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料１節行政財産使用料は、自

動販売機１台の設置に係る使用料３万５,０４１円であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項手数料１目文書料は、診断書や介護意見書などで８２万８,６６０円であります。

収入未済額につきましては、文書料の１件分、３,０００円で、８月末日までに納入され

ております。 

 次に、３款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入は、職

員住宅３戸分で４７万２,８００円。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億３,５４７万６,０００円で、

その内訳は、起債償還分が１０５万８,０００円、財政対策分が１億３,４４１万８,００

０円であります。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金は６,０４０万２,０００円で、令和元年度のへき地

診療所運営分であります。北海道からの指示によりまして、積算根拠が変更となります

昨年度と比較しまして２,４４２万７,０００円の増となっております。 

 ５款繰越金は前年度繰越金で、１,９４９万９,３３３円。 
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 ６款諸収入は、次のページをお開きください。 

 １項雑入１目雑入６５７万３,４６０円であります。１節私用電話料は５,７９０円。

２節雑入は、嘱託医報酬が３６０万円、社会保険料等個人負担金が２２８万４,６５６

円、患者外給食５２万２,２００円などが主な内容であります。収入未済額は、医療用具

代６００円でありますが、そのうち３００円が８月末日までに納入されております。 

 歳入の合計でありますが、当初予算額３億３,１１８万９,０００円、補正予算額９２

８万８,０００円の減額でありまして、予算現額は３億２,１９０万１,０００円、調定額

３億３,１４５万４,０６９円に対し、収入済額３億３,１４４万４４９円で、収入未済額

が１万３,６２０円、これによりまして歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に入ります。 

 １８７ページをお開きください。 

 １８７ページの歳出であります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億８,７５１万７,７１９円は、電子カル

テ維持一体型システム導入で７３９万８,０００円、その他につきましては、人件費、施

設の管理運営経費、事務経費等の執行となっております。不用額につきましては、実績

に伴う予算額の執行残となりますが、３節の職員手当等は勤勉手当で５８万９,３７４

円、夜勤手当で２２万７,３９９円、４節の共済費は共済組合費追加費用、合わせまして

１８万７,７２１円。７節の賃金は、臨時医師賃金で３０万円、臨時看護師賃金で５６万

８１９円。９節の旅費では、普通旅費２７万８,５９４円。１１節需用費は、施設管理用

の消耗品で２０万３,１９２円、燃料代６０万９,１１１円。１４節使用料及び賃借料で

は、臨時医師送迎のための車両借上料は１８万７,６３０円、これが不用額の主な内容と

なっております。 

 ２項の研究研修費。 

 次のページをお開きください。 

 １目研究研修費７０万５,０８５円は、例年同様の執行であります。なお、９節旅費７

６万７,７６０円の不用額につきましては、新型コロナウイルス感染症のため、医師が学

会等への参加を見送ったことなどによるものであります。 

 次に、２款医業費であります。１項医業費１目医療用機械器具費２１万６００円は、

昨年度に比べまして１,６６９万５,０７２円の減額となっております。これは昨年度、

Ｘ線画像記録管理システムを購入したことによるものであります。この件を除きまし

て、１目医療用機械機具費から５目寝具費まで、例年同様の執行でありますが、２目の

医療用消耗機材費の支出済額は９３２万５,０３６円で、前年度と比較しますと１１９万

４８６円の増。不用額につきましては、１２節役務費がクリーニング代で１２万８,９５

２円。１３節委託料で在宅酸素管理委託料１０万１２円がが主な内容であります。 

 ３目医薬品費の支出済額は１,１４０万８,３１４円で、前年度と比較しますと１１３

万８,７１８円の増。不用額は、１１節需用費で、医薬品４４万９,９８８円、ワクチン
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１１万９,６３９円、血液製剤９万５,０５９円が主な内容であります。 

 ４目の検査費の支出済額は２４７万３,７９８円で、前年度と比較しますと７万３,５

１５円の減であります。不用額につきましては、１３節委託料で、血液検査等、４６万

１,２０２円が主な内容であります。 

 ５目の寝具費の支出済額は１９万３７３円で、前年度と比較しますと１０万３８０円

の増であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項給食費１目給食費２０７万３,０３９円は、前年度と比較しますと３２万２,３８

４円の増で、１１節需用費の不用額は、給食の賄い材料費３５万６,２８３円が主な内容

であります。 

 ３款公債費１項公債費１目元金１０１万４,３２４円と、２目利子４万２,３８０円を

合わせた支出額１０５万６,７０４円につきましては、前年度と同額であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２７に起債残高等推移の一覧表がつけてありますので、後

ほど御覧ください。 

 ４款予備費は充当はございません。 

 歳出の合計になりますが、当初予算額３億３,１１８万９,０００円、補正予算額９２

８万８,０００円の減額で、予算現額は３億２,１９０万１,０００円、支出済額は３億

１,４９６万６６８円、不用額６９４万３３２円、予算流用は３件で３８万６,３０５円

で、歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４７の１と２に、陸別町国民健康保険関寛斎診療所

運営状況がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次のページ、１９３ページをお開きください。 

 １９３ページは、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の実質収支に関する調書、

単位は千円であります。歳入総額が３億３,１４４万円、歳出総額は３億１,４９６万１,

０００円、歳入歳出差引額、実質収支額は同額の１,６４７万９,０００円であります。

同額が次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６３号の説明を終わりまして、次に、議案第６４号の説明に移りま

す。 

 議案第６４号は、令和元年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算についてであ

ります。 

 まずは、決算書の説明資料により説明をいたしたいと思いますので、２１７ページを

お開きください。 

 ２１７ページの説明資料につきましては、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括で

あります。予算額１億７,０６７万８,０００円、歳入の決算額１億７,０７７万４,６４

６円、歳出の決算額１億６,６０４万１,８６４円、差し引き残額４７３万２,７８２円で

ありまして、これは令和２年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９７.３％
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であります。 

 次のページの第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款使用料及び手数料から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及

び比率などについては表のとおりでありますが、令和元年度の歳入の合計は、調定額１

億７,０７８万３,９１６円、収入済額１億７,０７７万４,６４６円で、前年度と比較し

ますと５,７８９万３,６３７円の減となっております。 

 このうち、１款使用料及び手数料につきましては、収入済額が５,２４８万６,３５７

円で、歳入に占める割合は３０.７％、前年比７.９ポイントの増。収入未済額は９,２７

０円であります。 

 次のページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率など

については表のとおりであります。 

 令和元年度の歳出の合計は、支出済額１億６,６０４万１,８６４円、前年度と比較し

ますと５,８４５万４,９３２円の減、不用額が４６３万６,１３６円、執行率は９７.３

％でありまして、前年度より０.８ポイントの減となっております。 

 次のページ。 

 第４表、水道使用料徴収実績額であります。 

 陸別地区の調定額につきましては５,２４１万９,６２７円、収入済額は５,２４１万３

５７円で、前年度と比較しますと４５万６,７６３円の増、このうち一般用の調定額は

３,７９７万１,７０１円で、収入済額は３,７９６万２,４３１円、前年度と比較します

と５５万３,９４５円の増となっております。 

 以下、営業用から臨時用まで、記載のとおりでありますので、後ほど御覧をいただき

たいと思います。 

 次に、下の表の令和２年度３月末現在の用途別給水戸数でありますが、前年度と比較

しますと、一般用が９８９戸で７戸の減、営業用が２８戸、事業用が４０戸、団体用６

戸、浴場営業用１戸はいずれも増減なく、合計につきましては１,０６４戸で、７戸の減

となっております。 

 次のページをお開きください。 

 第５表、給水状況調べであります。こちらも前年と比較しますと、年間の給水量の合

計は３０万２５５立方メートルで、２,１８０立方メートルの減、１日平均の給水量は８

２０立方メートルで、９立方メートルの減、給水人口は２,０８９人で、４７人の減、１

人１日の平均給水量は３９２リットルで、４リットルの増となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書の説明を行います。 

 ２０５ページをお開きください。 

 ２０５ページ、歳入からであります。 



― 43 ― 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,２４１万３５７円は、前年度と比

較すると４５万６,７６３円の増、収入未済額は２件、９,２７０円であります。この収

入未済額につきましては、８月末日までに全額が納入されております。 

 ２項手数料１目水道手数料７万６,０００円は、１節設計手数料の給水装置の工事審査

手数料でありまして、新設が８,０００円の５件、改造が４,０００円の２件、撤去が４,

０００円の７件の合計１４件、７万６,０００円。２節指定手数料は科目存置となりま

す。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目簡易水道事業補助金１６７万５,０００円は、浄水

場等の機器更新に係る補助金であります。 

 ３款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金。 

 次のページをお開きください。 

 １目の一般会計繰入金１億７２７万９,０００円は、建設改良費分が５,８１７万４,０

００円、財政対策分が４,９１０万５,０００円の内訳であります。 

 ５款繰越金は、前年度繰越金で４１７万１,４８７円。 

 ６款諸収入１項雑入１目雑入１９６万２,８０２円は、下水道会計からの下水道料金の

事務負担金６７万８０２円、陸別配水池用非常用電源発電機の設置に係る北海道市町村

振興協会の助成金１２９万２,０００円であります。 

 ７款町債１項町債１目簡易水道事業債３２０万円は、過疎債が１６０万円、簡易水道

事業債が１６０万円であります。 

 歳入の合計になりますが、当初予算額１億６,６９２万２,０００円、補正予算額３７

５万６,０００円で、予算現額は１億７,０６７万８,０００円、調定額１億７,０７８万

３,９１６円に対しまして、収入済額が１億７,０７７万４,６４６円、収入未済額が９,

２７０円で、歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に入ります。 

 ２０９ページをお開きください。 

 ２０９ページ、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,８４５万３,２１６円は、水道台帳の整

備事業で５８８万５,０００円、その他人件費、水道料金収納業務などの経費で、例年同

様の執行であります。なお、２７節公課費につきしては、消費税の納付分となっており

ます。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費２,９７６万６,６７６円は、水道施設の維

持に係る経費でありまして、掲載の主要事業のとおりとなります。昨年度は５６３万７,

６００円の陸別浄水場のボイラー更新工事などがあったため、今年度の執行額が減少し

ておりますが、それ以外につきましては、例年同様の執行であります。この科目の扶養

額は、１１節需用費では、施設維持に係る消耗品が１７万１,６３２円、燃料費で３０万
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１,３６６円。 

 次のページをお開きいただきまして、１３節の委託料で、管路等の修繕７６万６,３０

０円、水道メーターの取り替え５７万１,２４０円、施設設備保守管理で１１万４,１８

３円が主な内容であります。 

 ２目の施設新設改良費５１３万８,１７７円は、掲載の主要事業が主な内容でありま

す。昨年度は、陸別地区の簡易水道施設機器更新工事関連事業で４,１７９万６,０００

円、トマム地区、市街地区の配水管布設替工事で１,９０５万１,２００円などがあり、

今年度の執行額が大幅に減少しております。 

 ３款公債費１項公債費は、１目元金９,３７７万５,００１円と、２目の利子１,８９０

万８,７９４円を合わせた支出済額は１億１.２６８万３,７９５円で、前年度と比べて６

４１万９,１６９円の増となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２７に、起債残高等推移の一覧表がつけてありますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ４款予備費につきましては、充当はございません。 

 次のページをお開きください。 

 歳出の合計になりますが、当初予算額１億６,６９２万２,０００円、補正予算額３７

５万６,０００円で、予算現額は１億７,０６７万８,０００円、支出済額は１億６,６０

４万１,８６４円、不用額が４６３万６,１３６円、予算流用は２件で、１２万２,８１５

円で歳出の決算を終えております。 

 それでは、次のページ、２１５ページをお開きください。 

 ２１５ページは、簡易水道事業特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であり

ます。 

 歳入総額が１億７,０７７万５,０００円、歳出総額は１億６,６０４万２,０００円、

歳入歳出差し引き額と実質収支額は同額の４７３万３,０００円であります。同額が次年

度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６４号の説明を終わりまして、続きまして、議案第６５号の説明に移

ります。 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午後 １時５６分 

                           再開 午後 ２時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、続きまして、議案第６５号令和元年度陸別町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算について説明をせていただきます。 

 まずは、決算書の説明資料により説明いたしますので、２３７ページをお開きくださ

い。 
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 ２３７ページの説明資料は、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額１億４,９０４万１,０００円、歳入の決算額１億４,９２１万５,５１２円、歳

出の決算額１億４,６５７万７,１４０円、差し引き残額２６３万８,３７２円でありまし

て、これは令和２年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９８.３％でありま

す。 

 次のページ。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款分担金及び負担金から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及

び比率の比較については表のとおりであります。令和元年度の歳入の合計は、調定額１

億４,９２２万１,５８７円、収入済額１億４,９２１万５,５１２円で、前年度と比較し

ますと１,１８４万９,９８２円の増となっております。このうち、２款使用料及び手数

料につきましては、収入済額が２,５０３万１,９７２円、歳入に占める割合は１６.８％

で、前年度に比較して１.１ポイントの減。収入未済額は２件、６,０７５円でありま

す。 

 次のページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率など

は表のとおりであります。 

 令和元年度の歳出の合計は、支出済額１億４,６５７万７,１４０円、前年度と比較し

ますと１,１６０万４,５３８円の増、不用額が２４６万３,８６０円、執行率は９８.３

％でありまして、前年度より０.１ポイントの減となっております。 

 次のページ。 

 第４表、下水道使用料徴収実績調べであります。 

 陸別処理区の調定額は２,４９７万４,０４７円、収入済額は２,４９６万７,９７２円

で、前年度と比較しますと５２万９３６円の増、収入未済額は６,０７５円の皆増、この

うち一般用の調定額は２,４６２万４,０５３円、収入済額は２,４６１万７,９７８円

で、前年度と比較しますと５０万７,４０４円の増。公衆浴場用の調定額３４万９,９９

４円、収入済額は３４万９,９９４円で、前年度と比較しますと１万３,５３２円の増と

なっております。 

 次に、下の表の令和２年３月末現在の処理状況であります。前年度と比較しますと、

処理人口は１,７７９人で１７人の減、水洗化人口は１,６３４人で１０人の減、水洗化

率は９１.８％で、０.３ポイントの増となっております。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書の説明を行います。 

 ２２５ページをお開きください。 

 ２２５ページ、歳入からの説明です。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金４２万５,０００円は、平成３
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０年度建設分が７戸分、１７万５,０００円、令和元年度建設分が１０戸分、２５万円で

あります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、収入済額２,４９６万７,９７

２円、収入未済額が２件、６,０７５円であります。この収入未済額につきましては、８

月末日までに全額が納入されております。 

 ２項手数料１目下水道手数料６万４,０００円は、排水設備工事の審査手数料で、新設

が６件分、４万８,０００円、撤去が４件分、１万６,０００円であります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金１,７９９万２,１５０円は、陸

別浄化センターほか、電気機械設備更新に係る補助金であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金９,１７６万８,０００円は、建設改

良費分１６８万６,０００円、高資本費対策分５１２万６,０００円、分流式下水道分４,

８２６万１,０００円、財政対策分が６,６６９万５,０００円の内訳であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５款繰越金、前年度繰越金で２３９万２,９２８円。 

 ６款町債１項町債１目下水道事業債１,１６０万円は、過疎債が５８０万円、下水道債

が５８０万円であります。 

 ７款財産収入１項財産売払収１目物品売払収入５,４６２円につきましては、電気機械

設備更新において不要となりました機器の金属分の売り払い分であります。 

 歳入の合計ですが、当初予算額１億７,７８２万４,０００円、補正予算額、マイナス

の２,８７８万３,０００円で、予算現額は１億４,９０４万１,０００円、調定額１億４,

９２２万１,５８７円に対しまして、収入済額１億４,９２１万５,５１２円、収入未済額

が６,０７５円で歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に入らせていただきます。 

 ２２９ページ、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,１９１万５,８３５円は、昨年度の執行

の経営戦略策定支援委託業務１７２万８,０００円を除きまして、職員の人件費、下水道

台帳作成など、例年同様の執行であります。２７節公課費につきましては、平成３０年

度分の消費税納付分５４万３,６００円となっております。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,９３４万１,６１１円は、下水道施設の

維持に係る経費でありまして、掲載の主要事業が主な内容となっております。この科目

の不用額につきましては、１１節需用費で、陸別浄化センターの光熱水費１５万９,９０

１円、修繕料の２０万円、これが主な内容であります。 

 次のページをお開きください。 

 １３節委託料では、施設設備改修４０万３,６８０円が主な内容であります。 

 ３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費３,４９８万６,６３９円につきまして

は、掲載の主要事業の内容のとおりであります。 
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 ４款公債費１項公債費は、１目元金４,２６８万１,９０７円と２目利子の７６５万１,

１４８円を合わせた５,０３３万３,０５５円で、前年度と比べまして３１８万３,４８２

円の増となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２７に、起債残高等推移の一覧表がつけてありますので、

後ほど御覧ください。 

 ５款予備費につきましては、充当はございません。 

 次のページをお開きください。 

 歳出の合計になります。当初予算額１億７,７８２万４,０００円、補正予算額マイナ

スの２,８７８万３,０００円で、予算現額は１億４,９０４万１,０００円、支出済額は

１億４,６５７万７,１４０円、不用額が２４６万３,８６０円で、歳出の決算を終えてお

ります。 

 それでは、次のページ、２３５ページをお開きください。 

 公共下水道事業特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であります。 

 歳入総額が１億４,９２１万６,０００円、歳出総額は１億４,６５７万７,０００円、

歳入歳出差し引き額と実質収支額は同額の２６３万９,０００円であります。同額が次年

度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６５号の説明を終わりまして、次に、議案第６６号の説明に移りま

す。 

す。 

 議案第６６号令和元年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算についてであ

ります。 

 まずは決算書の説明資料により説明をいたしますので、２６８ページを御覧くださ

い。 

 ２６８ページの説明資料は、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額３億２８５万６,０００円、歳入の決算額３億１,０５２万１,２０３円、歳出の

決算額２億８,５６２万９,３７５円、差し引き残額２,４８９万１,８２８円でありまし

て、これは令和２年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９４.３％でありま

す。 

 次に、第２表、歳入実績最近年度比較表を御覧ください。 

 １款介護保険料から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率

などは表のとおりでありますが、令和元年度の歳入の合計は、調定額３億１,１００万

７,９５３円、収入済額は３億１,０５２万１,２０３円で、前年度と比較しますと２５３

万３,６７３円の減となっております。 

 なお、１款の介護保険料につきましては、収入済額が５,５００万９,３５２円、歳入

に占める割合は１７.７％で、前年度に比較して０.５ポイントの減、不納欠損額は１２

万９,３６０円、収入未済額は３５万７,３９０円であります。 
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 次のページに移りまして、第３表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金額及び比率など

は表のとおりであります。 

 令和元年度の歳出の合計でありますが、支出済額２億８,５６２万９,３７５円、前年

度と比較しますと１,２５１万９,８６１円の減、不用額が１,７２２万６,６２５円、執

行率は９４.３％でありまして、前年度比２.６ポイントの減となっております。 

 次に、第４表、介護保険料収納額調べを御覧ください。 

 左側が現年度賦課額、右側が滞納繰越分でありまして、現年度賦課額は、調定額が５,

４９７万１,１０２円、収入済額５,４７９万４,９７２円は、前年度と比較しますと２２

７万１,８２３円の減、収納率は９９.７％で、前年度比０.１ポイントの増。収入未済額

は１７万６,１３０円であります。 

 右側の滞納繰越分は、調定額が５２万５,０００円、収入済額が２１万４,３８０円

は、前年度と比較しますと１６万５,３８０円の増、収納率は９.９％で、前年度比３０.

９ポイントの増。不納欠損額は１２万９,３６０円、収入未済額は１８万１,２６０円で

ありまして、現年度と滞納繰越分の収入未済額の合計は３５万７,３９０円となっており

ます。 

 以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書の説明を行います。 

 ２４６ページをお開きください。 

 ２４６ページ、歳入であります。 

 １款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は５,５００万９,３５２円

であります。令和元年度末現在の被保険者数は８７４人で、前年度より１２人の減と

なっております。１節現年度分の収入済額は５,４７９万４,９７２円、収入未済額は３

件、１７万６,１３０円であります。２節滞納繰越分の収入済額は２１万４,３８０円、

不納欠損額は２件で１２万９,３６０円、収入未済額は３件、１８万１,２６０円であり

ます。なお、この収入未済額のち、滞納繰越分１件、３万７８０円につきましては、８

月末までに納入されております。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金５,２７４万３,０００円は、歳

出の介護給付費に係る施設分１５％、その他２０％分であります。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金２,３３２万６,０００円は、歳出の介護給付費に係る

８.４９％分。 

 ２目地域支援事業交付金２８３万７,１０５円は、介護予防・日常生活支援総合事業分

が１５６万１,６００円で、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業分が１

２７万５,５０５円であります。 

 ３目保険者機能強化推進交付金は、地域包括支援センターが行う高齢者自立支援への

取り組みに対する補助金で２３万３,０００円。 

 ４目事業費補助金７２万５,０００円はシステム改修に係る補助金。 
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 次のページをお開きください。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,１０９万３,５２７円は、歳出の

介護給付費に係る施設分１７.５％、その他１２.５％分であります。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金１３３万２円は、介護予防・日常生活支援総合

事業分が６９万２,２５０円で、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業分

が６３万７,７５２円であります。 

 ４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は、１節現年度分７,３

１４万６,０００円で、歳出の介護給付費に係る２７％分であります。 

 ２目地域支援事業支援交付金は、１節現年度分介護予防事業分で１４９万５,０００円

であります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利息５８３円でありま

す。 

 次は、６款繰入金で、次のページを御覧ください。 

 １項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,２７９万６,０００円であります。１節介護

給付費繰入金は３,４２４万９,０００円で、前年度より１２２万９,０００円の減。２節

事務費繰入金は４６８万７,０００円で、前年度より５２万３,０００円の減。３節地域

支援事業繰入金は１１４万８,０００円で、前年度より３万２,０００円の減。４節低所

得者保険料軽減繰入金は２７１万２,０００円で、前年度より２０８万２,０００円の増

でありますが、これには一般会計に国から２分の１、道から４分の１が入ってきており

ます。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は５６万７,０００円。 

 ７款繰越金は、前年度繰越金で１,４９０万５,６４０円。 

 ８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金から２目第１号被保険者過

料。 

 次のページを御覧ください。 

 ２項預金利子、３項雑入の１目滞納処分費から３目返納金まで、科目存置でありま

す。 

 ４目の雑入３１万３,９９４円は、介護扶助審査判定業務２７万４,１２０円と、総合

事業訪問Ａ事業に係る利用者負担金３万９,８７４円であります。 

 歳入の合計は、当初予算額２億９,５７４万９,０００円、補正予算額７１０万７,００

０円で、予算現額は３億２８５万６,０００円、調定額３億１,１００万７,９５３円に対

し、収入済額が３億１,０５２万１,２０３円、不納欠損額１２万９,３６０円、収入未済

額が３５万７,３９０円で歳入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移らせていただきます。 

 ２５４ページをお開きください。 

 歳出であります。 
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 １款総務費１項総務管理費１目一般管理１０８万４,１８６円は、１９節負担金補助及

び交付金で、介護保険システムの改修に係る北海道自治体情報システム協議会への負担

金１０３万３,２２６円が主な内容であります。 

 ２項賦課徴収費１目賦課徴収費２３万９,５４８円。 

 ３項介護認定審査会費１目介護認定審査会費２０８万９,５４０円。 

 ２目の認定調査費５８万６,５６０円は、いずれも例年同様の執行であります。 

 なお、１目介護認定審査会費の１２節役務費は、主治医意見書１４５件分、１９節負

担金補助及び交付金１４７万円は、十勝東北部介護認定審査会への負担金。 

 ２目認定調査費１３節委託料は、介護認定調査業務で、直営分が１３９人、施設への

委託分が７人の合わせた１４６人分であります。 

 次に、２款保険給付費１項介護サービス等諸費であります。 

 次のページをお開きください。 

 前年度と比較をしてまいりたいと思います。 

 １目居宅介護サービス給付費９,７３１万９,１４０円は、前年度より３,２４９万８,

５７９円の減であります。延べ利用者は１,３９０人で、前年度より２１２人の減であり

ます。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費７５８万７,１２０円は、前年度より６４万７,６２

９円の減、延べ利用者は５６０人で、前年度より３８人の減。 

 ３目施設介護サービス給付費１億２,３４７万９,１９９円は、前年度より９９７万６,

１５５円の増、延べ利用者は５２２人で、前年度より２７人の増。 

 ４目居宅介護福祉用具購入費１８万９,６２４円は、前年度より１５万５,９４６円の

増、利用件数は７件で、前年度より５件の増。 

 ５目居宅介護住宅改修費７７万３,３０８円は、前年度の実績はなく、令和元年度が７

件で、皆増となります。 

 次に、２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費３４８万４.２８６円

は、前年度より２２３万３,３４５円の増、延べ利用者は１８６人で、前年度より４５人

の増。 

 ２目介護予防サービス計画給付費５７万４,１００円は、前年度より１万３,０００円

の増、延べ利用者数は１３３人で、前年度より６人の増。 

 ３目介護予防福祉用具購入費６万９,９２６円は、前年度より４万８,４９５円の増、

利用件数は３件で、前年度より２件の増。 

 ４目介護予防住宅改修費３９万６００円は、前年度より３１万３,３５０円の増。利用

件数は３件で、前年度より１件の増であります。 

 次のページをお開きください。 

 ３項その他の諸費は、１目審査支払手数料で１６万６,８３５円、前年度より５,４８

５円の増。 
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 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は４６１万５,０６２円で、前年度

より３３万５,６７０円の減、延べ利用者は４９人で、前年度より４人の増。 

 ２目高額介護予防サービス費６万４,７２１円は、前年度の実績なく、令和元年度は延

べ利用者数が１名となっております。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費２８６万４７８

円は、前年度より２４５万７,８８４円の増で、延べ利用者は４９人で、前年度より３２

人の増。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費は利用がございません。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,８１１万１,７４

２円は、前年度より５０万３,５３９円の増で、延べ利用者は５０５人で、前年度より１

３人の増。 

 ２目特例特定入所者介護サービス費は利用がございませんでした。 

 次のページをお開きください。 

 ３目特定入所者介護予防サービス費２万５,６４４円は、前年度より２万５４１円の

増、延べ利用者は７人で、前年度より６人の増。 

 ４目特例特定入所者介護予防サービス費は、利用はございません。 

 続きまして、３款地域支援事業費１項介護予防・生活支援サービス事業費１目介護予

防・生活支援サービス事業費４２７万３,６０９円でありますが、１３節の委託料３９万

８,７４０円は、訪問型サービスＡの委託料でありまして、前年度より１５万７,９６０

円の増、延べ利用者は１５３人で、前年度より６２人の増。１９節負担金補助及び交付

金は、第１号事業給付費、介護予防・生活支援サービス事業の国保連への負担金の支払

いであります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費１３節委託料１１万７,９４０円は、町居宅介護

事業所２６件分であります。 

 ２項一般介護予防事業費１目一般介護予防事業費６５万６,６６６円は、１３節委託料

は、社会福祉協議会へのふまねっと運動の委託８万１,０００円、足寄町国保病院への理

学療法士の派遣委託２６万４,０００円、このほか、予防事業に係る事務経費などが主な

内容であります。 

 次に、３項包括的支援事業・任意事業費であります。 

 次のページをお開きください。 

 １目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業６３万１,８３０円でありますが、１３

節委託料は、介護予防サービス計画作成業務で、町居宅介護支援事業所４８件、町外の

居宅介護支援事業所１２件、合わせて６０件の委託であります。 

 ２目任意事業費１１０万７,７３２円は、１３節委託料で、社会福祉協議会に委託した

介護用品給付事業３５万２,４８６円、食の自立支援事業７５万５,２４６円でありま

す。 
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 ３目認知症総合支援事業費１１万７,７２０円は、地域支援推進員の研修などに係る経

費であります。 

 ４項その他の諸費１目審査支払手数料１万１,９５６円は、例年同様の執行でありま

す。 

 ４款基金積立金１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は４１８万２,６６９円

であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２６に、基金別増減の状況がつけてありますので、後ほど

御覧ください。 

 次のページを御覧ください。 

 次に、５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金９万

４,０８０円は、過年度分の還付金１０件分。 

 ２目介護給付費負担金等返還金１,０７２万３,５５４円は、平成３０年度分の精算に

伴う返還金でありまして、介護給付費分では、国分が３４７万８,８９３円、道分が５５

万５,３８１円、支払い基金分が１３３万６,５０６円、町分が８９万８,１４２円。地域

支援事業分では、国分が１３２万７,８００円、道分が７５万２,７３１円、支払基金分

が９５万８,９３１円、町分が２１万８,８８４円。事務費分が町分で１１９万６,２８６

円であります。 

 ６款予備費は１件で、９万４,８６３円を充当しております。 

 歳出の合計でありますが、当初予算額２億９,５７４万９,０００円、補正予算額７１

０万７,０００円で、予算現額は３億２８５万６,０００円、支出済額は２億８,５６２万

９,３７５円、不用額が１,７２２万６,６２５円、予算流用は３件で２万８,６８０円で

歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４８－１と２に、介護保険事業勘定特別会計の歳入

歳出に係る実施状況の資料がありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次に、２６６ページに移ります。 

 介護保険事業勘定特別会計の実施収支に関する調書は、単位が千円であります。 

 歳入総額が３億１,０５２万１,０００円、歳出総額が２億８,５６２万９,０００円、

歳入歳出差し引き額、実施収支額は同額の２,４８９万２,０００円であります。同額が

次年度への繰越金となります。 

 以上で、議案第６６号の説明を終わりまして、議案第６７号に移ります。 

 議案第６７号は、令和元年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についての

説明であります。 

 決算書の説明資料により説明をいたしますので、２８３ページをお開きください。 

 ２８３ページは、第１表、令和元年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４,８８６万３,０００円、歳入と歳出の決算額は４,７１４万２,９２９円の同

額で、差し引き残額はございません。なお、歳出の執行率は９６.５％であります。 
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 次に、第２表、保険料収納額調べを御覧ください。 

 左側が現年度賦課額、右側が滞納分賦課額であります。現年度賦課額は、調定額２,９

７３万３,０００円に対し、収入済額２,９５９万６,６００円は、前年度と比較しますと

６７万５,６００円の増で、収入率は９９.６％、前年度比０.１ポイントの減、収入未済

額は１３万６,４００円であります。 

 次のページで、第３表、歳入実績最近年度比較表であります。 

 １款後期高齢者医療保険料から合計までの科目ごとの平成３０年度と令和元年度の金

額及び比率などは表のとおりでありますが、令和元年度の歳入の合計は、調定額４,７２

７万９,３２９円、収入済額は４,７１４万２,９２９円で、前年度と比較しますと２万

１,０９８円の増となっております。 

 このうち、１款後期高齢者医療保険料につきましては、収入済額が２,９６９万２,８

００円、歳入に占める割合は６３％で、前年度に比較して１.６ポイントの増。収入未済

額は１３万６,４００円でありまして、収納率は９６％、前年度比３.６ポイントの減と

なっております。 

 次に、第４表、歳出実績最近年度比較表であります。 

 １款総務費から合計までは、先ほどと同じく表のとおりでありますが、令和元年度の

歳出の合計は、支出済額が４,７１４万２,９２９円、前年度と比較しますと２万１,０９

８円の増、不用額が１７２万７１円、執行率は９６.５％でありまして、前年度より２.

１ポイントの減となっております。 

 説明資料の説明を終わりまして、事項別明細書の説明を行いたいと思います。 

 ２７３ページをお開きください。 

 ２７３ページ、歳入であります。 

 １款後期高齢者医療保険料でありますが、今年３月３１日現在の被保険者数は５５６

人で、前年度より２人の増。特別徴収が４１４人、普通徴収が５５９人で、重複が４８

名となっております。 

 １項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料は、１節現年度分の収入済額１,６６３

万３,４０８円で、前年度より１９０万４,１０８円の増。 

 ２目普通徴収保険料１,３０５万９,３９２円は、１節の現年度分の収入済額１,２９６

万３,１９２円で、前年度より１２２万８,５０８円の増、収入未済額は２件、１３万６,

４００円であります。このうち１０万９,８００円が８月末までに納入されております。

２節滞納繰越分の収入済額は９万６,２００円で、前年実績はなく、皆増となっておりま

す。 

 ２款使用料及び手数料は科目存置。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３９５万３,８２７円は、広域連合の事

務費分が１７９万６,０００円、町単独分が２１５万７,８２７円であります。町単独分

の内訳は、インフルエンザ分が１３４万７,５００円、健康診査分が６４６万６,１３５
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円、その他事務費分として１６万４,１９２円となっております。 

 ２目保険基盤安定繰入金１,３０３万８,８３９円は、北海道が４分の３分が９９７万

９,１２９円、町が４分の１分が３０５万９,７１０円の内訳であります。 

 ４款繰越金は科目存置であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金、２項償還金及び還付加算金１目還付加算

金は科目存置。 

 ２目保険料還付金１万３,７００円は６件分で、歳出と同額となっております。 

 ３項雑入４４万３,７６３円は、広域連合からの健康診査委託料４４万５５０円、長寿

健康増進事業分３,２１３円となっております。 

 歳入の合計になりますが、当初予算額４,９６２万４,０００円、補正予算額マイナス

の７６万１,０００円、予算現額は４,８８６万３,０００円、調定額４,７２７万９,３２

９円に対して収入済額が４,７１４万２,９２９円、収入未済額が１３万６,４００円で歳

入の決算を終えております。 

 続きまして、歳出の説明に移ります。 

 ２７７ページ、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２４３万７,３９８円は、例年同様の内容で

の執行でありますが、１３節委託料１９７万４,１７９円は、健康診査７６人、６６万

１,３６１円、インフルエンザの予防接種３７２人、１３０万２,０００円、共同電算処

理業務１万８１８円であります。２０節の扶助費４万５,５００円は、インフルエンザ予

防接種の償還払い８名分であります。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金１項後期高齢者広域医療広域連合納付金１目後期

高齢者医療広域連合納付金４,４６９万１,８３１年は、前年度より１万９,０９８円の減

となっております。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は、６人分、１万３,７００

円。 

 ２目還付加算金はございません。 

 次のページをお開きください。 

 ４款予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出の合計になります。当初予算額４,９６２万４,０００円、補正予算額マイナスの

７６万１,０００円、予算現額は４,８８６万３,０００円、支出済額は４,７１４万２,９

２９円、不用額が１７２万７１円で歳出の決算を終えております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４９に、後期高齢者医療特別会計のフロー図がつけ

てありますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、次のページ、２８１ページをお開きください。 

 後期高齢者医療特別会計の実質収支に関する調書、単位は千円であります。 
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 歳入総額、歳出総額は、同額の４,７１４万３,０００円、歳入歳出差し引き額、実質

収支額はゼロ円であります。 

 以上で、議案第６１号から議案第６７号までの説明を終わります。 

 以後、御質問によってお答えをしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

 令和元年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑

を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。 

 令和元年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のとお

り、９月１５日に行います。 

──────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会にし、特別の事情が生じない限り、１４日までは休会とし

ます。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

──────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

                           延会 午後 ２時５４分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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